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全国アビリンピック
第40回

2020年11月13日（金）〜15日（日）

写真：官野 貴・岩尾克治

前回に引き続き、全国アビリンピックと技能五輪全国大会が同時開催された 会場となった愛知県常滑市の愛知県国際展示場（Aichi Sky Expo）

会場入り口では、手指の消毒や検温を実施

「フラワーアレンジメント」

「歯科技工」

「縫製」

和田慶宏 当機構理事長の挨拶

技能五輪全国大会愛知県代表の水
みず

谷
たに

恭
ちか

良
ら

さん（左）と、全国アビリンピック愛知県代表の徳
とく

岡
おか

遥
はるか

さん（右）による選手宣誓

開会式は特設フロアで行われ、WEB 配信された



全国アビリンピック
第40回

2020年11月13日（金）〜15日（日）

前回に引き続き、全国アビリンピックと技能五輪全国大会が同時開催された

「電子機器組立」

「フラワーアレンジメント」

「歯科技工」

「コンピュータプログラミング」 「縫製」

和田慶宏 当機構理事長の挨拶



「ビルクリーニング」６年ぶりに復活した「パソコン組立」

「ＤＴＰ」

「表計算」

「喫茶サービス」

「家具」



◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。（https://www.jeed.go.jp/）

令和３年度「障害者雇用納付金」申告および「障害者雇用調整金」申請のお知らせ

読者の声

あなたはどう思いますか？ 最終回
香川大学 教育学部 教授　坂井 聡

JEEDインフォメーション

エ　ッ　セ　イ

活躍する障害者職業生活相談員　最終回
クローズアップ
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「車の名前を覚えることと、家族とドライブすることが好きなので、大きくなったら車屋さんで働きた
いと思い、この絵を描きました。すらすらと一気に描きあげられました。さわやかな表情のある作品に
仕上がったと思います。今回、このような全国的な賞をもらって、とても驚いています」
（令和２年度 障害者雇用支援月間ポスター原画募集　中学校の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長賞）
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第40回 全国アビリンピック
障害のある方々の職業能力の向上を図るとともに、企業や一般の方々に理解と認識を深めてもらい、雇用の促
進を図ることを目的とした「第40回全国障害者技能競技大会（全国アビリンピック）」が、2020年11 月13
日（金）～15日（日）に愛知県で開催されました。その様子をお届けします。
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働く広場  2021.2

　

前
大
会
と
同
様
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
と
共

同
開
催
の
開
会
式
は
今
回
、
会
場
内
特
設
フ
ロ

ア
で
最
小
限
の
参
加
者
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
の

形
と
な
っ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍か

で
細
心
の
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が
ら

仕
事
に
励
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
を
磨
い
て
き

た
選
手
た
ち
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た
。

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
会
長
で
あ
る
当
機
構

の
和わ

田だ

慶よ
し

宏ひ
ろ

理
事
長
は
、
挨
拶
で
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
中
止
も
含
め
検

討
を
重
ね
ま
し
た
が
、
意
欲
あ
る
選
手
に
対
し

て
競
技
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
た
う
え
で
、
無

「第 40 回全国障害者技能競技大会（全国アビリンピック）」が、2020（令和２）年11月
13日（金）～15日（日）、前大会に引き続き、技能五輪全国大会とともに愛知県常

とこ

滑
なめ

市の愛知県
国際展示場（A

ア イ チ

ichi S
ス カ イ

ky E
エ キ ス ポ

xpo）で開催された。今回は新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め初の「無観客」での開催となり、「障害者ワークフェア」（※ 1）も中止された。それでも全国から
集まった 330 人の選手が技能競技 25 種目に出場し、会場は例年に負けない熱気に包まれた。
今回は、ロシアで開催予定の第 10 回国際アビリンピック日本代表選手選考も兼ねた。

観
客
で
の
開
催
を
決
断
し
ま
し
た
」
と
経
緯
を

報
告
。「
競
技
に
臨
む
選
手
の
様
子
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配

信
す
る
こ
と
で
、
応
援
に
駆
け
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
み
な
さ
ん
に
も
競
技
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
お
届
け
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」

と
し
た
う
え
で
、「
国
際
大
会
に
派
遣
す
る
選
手

の
選
考
で
も
あ
り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
各
都
道
府
県
選
手
団
の
参
加
人
数
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
合
間
に
は
所
属
先
の
同
僚
や

選
手
た
ち
の
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
流
れ
た
。
そ

の
後
、
愛
知
県
立
名
古
屋
盲
学
校
高
等
部
専

攻
科
の
若わ
か

渚な

さ
ん
が
ビ
デ
オ
映
像
で
国
歌
斉
唱

を
披
露
。
田た

村む
ら

憲の
り

久ひ
さ

厚
生
労
働
大
臣
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
菅す
が

義よ
し

偉ひ
で

首
相
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
代
読
に
続
き
、
ビ
デ
オ
映
像
で
挨
拶
の
言
葉

第40回第40回
全国アビリンピック全国アビリンピック

菅義偉首相からのメッセージを代読した
厚生労働省の小林洋司 人材開発統括官

大村秀章 愛知県知事は
ビデオ映像でメッセージを届けた

会場入り口で行われた検温の様子

会場となった「愛知県国際展示場」

特 集特 集

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
会
式

11月
13・14・15日

11

13
月

日（
金
）

※ 1  障害者ワークフェア：全国アビリンピックの一環として開催する、障害者の雇用にかかわる展示、実演、作業体験などの総合的なイベント

文：豊浦美紀／写真：官野 貴・岩尾克治
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前
大
会
と
同
様
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
と
共

同
開
催
の
開
会
式
は
今
回
、
会
場
内
特
設
フ
ロ

ア
で
最
小
限
の
参
加
者
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
の

形
と
な
っ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍か

で
細
心
の
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が
ら

仕
事
に
励
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
を
磨
い
て
き

た
選
手
た
ち
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た
。

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
会
長
で
あ
る
当
機
構

の
和わ

田だ

慶よ
し

宏ひ
ろ

理
事
長
は
、
挨
拶
で
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
中
止
も
含
め
検

討
を
重
ね
ま
し
た
が
、
意
欲
あ
る
選
手
に
対
し

て
競
技
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
た
う
え
で
、
無

の
17
種
目
。
過
去
の
全
国
大
会
の
金
賞
受
賞
者

ら
計
28
人
も
招
へ
い
選
手
と
し
て
参
加
し
た
。

●
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
／
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
／

　

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
／

　

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

　

今
大
会
で
最
多
と
な
る
38
人
が
参
加
し
た

「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
の
競
技
課
題
は
、
弾

性
床
材
清
掃
お
よ
び
机
上
清
掃
。
16
㎡
（
４
ｍ

×
４
ｍ
）
の
模
擬
オ
フ
ィ
ス
で
掃
き
作
業
、モ
ッ

プ
に
よ
る
床
面
の
水
拭
き
、
机
上
の
拭
き
作
業
、

ゴ
ミ
処
理
を
行
う
。
２
回
目
の
全
国
大
会
出
場

と
い
う
小こ

島じ
ま

希の
ぞ
み望

さ
ん
（
埼
玉
県
）
は
、
勤
務

先
で
は
病
棟
の
清
掃
業
務
な
ど
を
任
さ
れ
て
い

る
。
競
技
後
に
「
練
習
で
は
で
き
て
い
た
部
分

が
、
緊
張
し
て
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

椅
子
や
ゴ
ミ
箱
の
位
置
を
き
っ
ち
り
元
に
戻
せ

た
の
は
よ
か
っ
た
で
す
が
」
と
残
念
そ
う
な
表

情
を
見
せ
て
い
た
が
、
結
果
は
見
事
、
銀
賞
を

受
賞
し
た
。

　
「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」（
33
人
参
加
）
は
、
チ
ー

ム
に
分
か
れ
模
擬
店
内
で
の
接
客
業
務
を
競

う
。
今
回
は
急
き
ょ
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
消
毒
作

業
も
加
わ
っ
た
が
、
選
手
た
ち
は
し
っ
か
り
と

行
っ
て
い
た
。
競
技
中
の
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ

た
山や
ま

㟢さ
き

凌り
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
大
分
県
）
は
全
国
大
会
初

出
場
。
決
め
て
い
た
三
つ
の
目
標
「
相
手
の
目

を
見
る
こ
と
、笑
顔
、テ
キ
パ
キ
歩
く
こ
と
」
も

自
分
な
り
に
で
き
た
と
ふ
り
返
る
。
通
っ
て
い

を
寄
せ
た
大お
お

村む
ら

秀ひ
で

章あ
き

愛
知
県
知
事
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
練
習
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
無
観
客
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
カ
メ
ラ
の
向
こ
う
に
い
る
家
族
や

友
人
た
ち
か
ら
の
多
く
の
応
援
を
糧か
て

と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
た
。

　

最
後
は
、
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
愛
知
県
代

表
で
「
木
工
」
種
目
に
出
場
す
る
徳と
く

岡お
か

遥は
る
か

さ
ん

と
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
愛
知
県
代
表
の
水み
ず

谷た
に

恭ち
か

良ら

さ
ん
に
よ
る
選
手
宣
誓
。「
わ
れ
わ
れ
選

手
一
同
は
、
職
場
の
指
導
者
、
仲
間
、
そ
し
て

家
族
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
全
国
大
会
と
い
う
晴

れ
の
舞
台
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
逆
境
の
な

か
で
も
、
日
々
つ
ち
か
っ
た
技
能
を
最
大
限
発

揮
し
、
職
業
や
地
域
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
お
互
い
に
競
い
合
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
表
明
し
た
。

　　　

昨
年
に
続
き
競
技
会
場
と
な
っ
た
愛
知
県
国

際
展
示
場
の
玄
関
口
に
は
、
消
毒
液
が
い
く
つ

も
置
か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
受
付
で
も
手
指
の

消
毒
を
う
な
が
さ
れ
、
検
温
を
行
っ
た
う
え
で
、

首
か
ら
か
け
た
許
可
証
に
確
認
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
も
ら
っ
た
。ホ
ー
ル
内
に
は
、マ
ス
ク
着
用
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
呼
び
か
け
る
表

示
が
あ
ち
こ
ち
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
換
気
の

た
め
ホ
ー
ル
の
荷
物
搬
入
用
扉
が
定
期
的
に
開

け
放
た
れ
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
気
持
ち
の
よ
い
環
境
で
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
競
技
25
種
目
の
う
ち
国
際
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
へ
の
派
遣
選
手
選
考
を
兼
ね
て
い

る
の
は
、「
洋
裁
」、「
家
具
」、「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」、「
機

械
Ｃ
Ａ
Ｄ
」、「
電
子
機
器
組
立
」、「
歯
科
技
工
」、

「
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
」、「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
」、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」、「
ビ

ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」、「
ネ
イ
ル
施
術
」、「
写
真

撮
影
」、「
パ
ソ
コ
ン
組
立
」、「
縫
製
」、「
木
工
」

「喫茶サービス」山㟢凌一さん（大分県）

「ビルクリーニング」銀賞、小島希望さん（埼玉県） マスク着用やソーシャルディスタンスを呼びかける表示

競
技
紹
介

選
手
・
同
行
者
ら
の
声

（
土
）

月
11

14
日
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働く広場  2021.2

る
多
機
能
型
事
業
所
（
※
２
）

で
は
農
作
業
担
当
だ
が
、

忙
し
い
日
は
レ
ス
ト
ラ
ン

で
石
窯
で
の
ピ
ザ
焼
き
を

手
伝
う
。
同
行
し
た
指
導

員
は
「
彼
は
ピ
ザ
を
焼
き

つ
つ
周
囲
の
進
み
具
合
を

見
て
、
指
示
も
出
し
ま
す
。

現
場
経
験
が
競
技
に
活
き

て
い
ま
し
た
」
と
健
闘
を
た
た
え
て
い
た
。

　
「
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」（
28
人
参
加
）

の
今
回
の
課
題
は
、
送
付
書
類
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
、
文
書
の
封
入
な
ど
の
発
送
準
備
と
郵
便
物

仕
分
け
作
業
。
総
合
支
援
学
校
３
年
生
の
櫻さ
く
ら

井い

千ち

紗さ

さ
ん
（
山
口
県
）
は
、
２
０
１
９
年
の

地
方
大
会
で
銀
賞
だ
っ
た
も
の
の
、
金
賞
受
賞

者
の
辞
退
で
く
り
上
げ
出
場
と
な
っ
た
。
連
絡

が
来
た
あ
と
か
ら
特
訓
を
再
開
。
職
場
実
習
の

合
間
を
縫
っ
て
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
す
で
に

ス
ー
パ
ー
運
営
会
社
に
就
職
が
内
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
「
全
国
大
会
出
場
を
機
に
、
会
社
で

こ
の
業
務
も
任
せ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で

す
」
と
意
欲
的
に
話
し
て
い
た
。

　
「
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
」（
20
人
参
加
）
は
、
商

品
梱
包
用
の
箱
や
緩
衝
材
の
組
立
て
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
組
込
み
作
業
に
つ
い
て
時
間
と
で
き
ば

え
を
競
う
。
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
特
例
子
会
社
に

勤
務
す
る
釣つ
る

井い

一か
ず

史し

さ
ん
（
兵
庫
県
）
は
、
３

回
地
方
大
会
に
出
場
し
、
今
回
は
初
の
全
国
大

た
デ
ー
タ
処
理
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
行

う
競
技
。
岡お
か

澤ざ
わ

洋ひ
ろ

成な
り

さ
ん
（
栃
木
県
）
は
、
県

立
盲
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
２
０
１
９
年
の
全

国
大
会
で
努
力
賞
。
国
立
大
学
法
人
筑
波
技
術

大
学
に
進
学
し
て
再
び
の
出
場
と
な
っ
た
。
大

学
で
は
情
報
シ
ス
テ
ム
を
学
ん
で
い
る
。「
昨

年
は
、
最
後
の
シ
ー
ト
が
技
術
的
に
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
ま

し
た
」と
話
す
。結
果
は
銅
賞
受
賞
と
一
つ
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
し
た
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
」（
21
人
参
加
）
は

知
的
障
害
の
あ
る
人
が
対
象
で
、
競
技
課
題
は

ア
ン
ケ
ー
ト
の
入
力
、
ワ
ー
プ
ロ
文
書
の
修
正
、

帳
票
の
作
成
を
各
30
分
以
内
に
行
う
と
い
う
内

容
。
情
報
通
信
企
業
の
特
例
子
会
社
に
勤
め
る

渡わ
た

部な
べ

雄ゆ
う

太た

さ
ん
（
東
京
都
）
は
、
２
回
目
の
全

会
出
場
。
会
社
の
先
輩
が
相
次
ぎ
出
場
す
る
姿

を
見
て
挑
戦
を
決
め
た
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で

自
宅
待
機
が
続
い
た
た
め
、
会
社
側
か
ら
緩
衝

材
セ
ッ
ト
を
自
宅
に
送
っ
て
も
ら
い
、
先
輩
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
練
習
を
続
け
た
。
日
ご
ろ
は
清

掃
業
務
担
当
だ
が
、「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
国

大
会
へ
の
出
場
が
知
ら
れ
て
か
ら
は
、
社
内
で

も
声
を
か
け
ら
れ
箱
の
組
立
て
作
業
な
ど
を
手

伝
う
機
会
が
増
え
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

●
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
／

　

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

　
「
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
」（
32
人
参
加
）
は
、

文
字
入
力
の
速
さ
と
正
確
性
だ
け
で
な
く
ワ
ー

ド
の
各
種
機
能
を
い
か
に
使
い
こ
な
せ
る
か
が

問
わ
れ
る
競
技
だ
。
石い
し

川か
わ

千か
ず

滉あ
き

さ
ん
（
栃
木
県
）

は
、
小
学
生
の
と
き
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
馴
染
ん

で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
高
校
２
年
生
か
ら
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
戦
、
全
国
大
会
は
３
年
連
続

で
の
出
場
と
な
っ
た
。
通
信
関
連
の
特
例
子
会

社
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。２
０
１
９
年
の
大
会
で
は
社
長
も
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
が
、
今
回
は
母
親
が
そ
ば

で
競
技
を
見
守
っ
て
い
た
。
競
技
の
合
間
に
石

川
さ
ん
は
「
和
文
課
題
の
量
が
規
定
ペ
ー
ジ
を

超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
得
意
の
英
文
で
が
ん

ば
り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

視
覚
障
害
の
あ
る
人
が
対
象
の
「
パ
ソ
コ
ン

操
作
」（
６
人
参
加
）
は
、
エ
ク
セ
ル
を
使
っ

「製品パッキング」釣井一史さん（兵庫県）

「パソコン操作」銅賞、岡澤洋成さん（栃木県）

「ワード・プロセッサ」石川千滉さん（栃木県）「パソコンデータ入力」銀賞、渡部雄太さん（東京都）

「オフィスアシスタント」櫻井千紗さん（山口県）

※ 2  多機能型事業所：障害者総合支援法および児童福祉法に基づく事業のうち、二つ以上の事業を一体的に行うもの
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当
す
る
。
競
技
後
に
「
時
間
不
足
で
し
た
が
、

手
描
き
の
絵
を
入
れ
る
な
ど
、
や
り
た
い
こ
と

を
貫
き
ま
し
た
」
と
満
足
そ
う
に
語
っ
て
い
た

宮
﨑
さ
ん
は
、
銀
賞
受
賞
を
果
た
し
た
。

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（
10
人
参
加
）
の
今
回
の

課
題
テ
ー
マ
は
「
あ
る
地
方
都
市
に
所
在
す
る

観
光
農
園
」。観
光
農
園
の
魅
力
紹
介
、各
種
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
の
作
成
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
内
容
で
、
作
成
技
術
だ
け
で
な
く
独
創
性
、

芸
術
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の
知
識
も

求
め
ら
れ
て
い
た
。

●
電
子
機
器
組
立
／
パ
ソ
コ
ン
組
立
／

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
／

　

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

　
「
電
子
機
器
組
立
」（
11
人
参
加
）
の
課
題
は
、

夜
間
な
ど
の
暗
が
り
で
人
の
動
き
に
反
応
す
る

「
省
エ
ネ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
」
の
組
立
て
。
聴

国
大
会
。
同
行
し
た
母
親
に
よ
る
と
、
前
回
は

確
認
を
念
入
り
に
行
い
す
ぎ
て
時
間
が
足
り
ず

悔
し
い
思
い
を
し
た
と
い
う
。
会
社
で
は
事
務

補
助
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
自
宅
で

練
習
を
重
ね
て
き
た
。
渡
部
さ
ん
は
「
今
回
は

ス
ピ
ー
ド
も
う
ま
く
い
き
ま
し
た
」
と
満
足
そ

う
に
話
し
、
結
果
も
参
加
者
で
最
高
位
と
な
る

銀
賞
に
輝
い
た
。

●
表
計
算
／
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
Ｄ
Ｔ
Ｐ
／

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
表
計
算
」（
24
人
参
加
）
で
は
、
75
分
以
内

に
表
の
装
飾
・
編
集
、
関
数
式
に
よ
る
表
の
完

成
、
デ
ー
タ
処
理
お
よ
び
グ
ラ
フ
作
成
を
行
う
。

全
国
大
会
初
出
場
の
山や
ま

名な

航こ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
宮
崎

県
）
は
、化
学
メ
ー
カ
ー
の
特
例
子
会
社
で
デ
ー

タ
入
力
や
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
作
業
な
ど
を
担
当

し
、
過
去
に
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
種
目
に
も

挑
戦
し
た
経
験
を
持
つ
。「
細
か
い
ミ
ス
が
な

い
よ
う
確
認
し
つ
つ
、
工
夫
す
べ
き
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
す
山
名

さ
ん
に
、
同
行
し
た
職
場
の
同
僚
も
「
日
ご
ろ

か
ら
真
面
目
に
取
り
組
む
彼
に
、
こ
の
種
目
は

合
っ
て
い
る
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
て
い
た
。

　
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
９
人
参
加
）
の
今
回
の

課
題
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
記
録
シ

ス
テ
ム
の
作
成
で
、
競
技
時
間
は
３
時
間
以
内

だ
。
２
回
目
の
挑
戦
で
全
国
大
会
出
場
を
決
め

た
伊い

藤と
う

隆た
か

善よ
し

さ
ん
（
山
形
県
）
は
、
勤
め
先
の

ア
パ
レ
ル
関
連
会
社
で
売
上
伝
票
の
チ
ェ
ッ
ク

や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。
全

国
大
会
出
場
者
が
数
人
い
る
と
い
う
職
場
で
、

上
司
か
ら
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
挑
戦
を
す
す
め
ら

れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
競
技
後
は
「
ま
だ
ま

だ
練
習
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
」
と
ふ
り

返
っ
て
い
た
。

　

卓
上
出
版
と
呼
ば
れ
る
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」（
17
人

参
加
）
の
今
回
の
課
題
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
人

前
で
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
し
づ
ら
い
」
と
悩
む

花
粉
症
患
者
が
、
周
囲
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

の「
花
粉
症
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
利

用
促
進
の
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
。
宮み
や

﨑ざ
き

菜な

摘つ
み

さ
ん

（
大
阪
府
）
は
、
２
回
目
の
挑
戦
で
全
国
大
会

出
場
。
会
社
に
は
全
国
大
会
や
国
際
大
会
に
出

場
し
た
先
輩
た
ち
も
い
る
そ
う
だ
。
日
ご
ろ
は

デ
ザ
イ
ン
の
ほ
か
社
員
の
管
理
業
務
な
ど
も
担

「DTP」銀賞、宮﨑菜摘さん（大阪府）

「ホームページ」銀賞、斉
さい

藤
とう

 敦
あつし

さん（埼玉県）

「ワード・プロセッサ」石川千滉さん（栃木県）「パソコンデータ入力」銀賞、渡部雄太さん（東京都）「表計算」山名航太郎さん（宮崎県）「データベース」伊藤隆善さん（山形県）

※ 3 軸測投影法：傾斜させた状態の立体を正面から描く方法
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の
中
身
を
組
立
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
や
設
定
を
行
う
と
い
う
課
題
。
赤あ
か

地ち

和か
ず

典の
り

さ
ん
（
千
葉
県
）
も
６
年
前
に
愛
知
県

で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で
銀
賞
を
受
賞
し
て

以
来
の
参
加
。
英
文
Ｄ
Ｔ
Ｐ
種
目
で
は
２
０
０

３
（
平
成
15
）
年
に
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
国

際
大
会
へ
の
出
場
経
験
も
あ
る
。
日
ご
ろ
は
公

立
病
院
で
設
備
品
な
ど
の
修
理
を
担
当
し
、
忙

し
く
て
パ
ソ
コ
ン
自
体
を
触
る
こ
と
も
ま
ま
な

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
競
技
後
に
「
僕
な
ん
て

W
i
n
d
o
w
s 

10
も
触
っ
た
こ
と
が
な
い
ぐ

ら
い
昔
の
人
間
で
す
」
と
苦
笑
い
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
競
技
ス
タ
ッ
フ
が
来
て
「
途
中
で
あ
の

コ
ネ
ク
ト
、よ
く
気
づ
き
ま
し
た
ね
。
私
も
や
っ

て
み
て
苦
労
し
た
部
分
で
す
」
な
ど
と
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。
赤
地
さ
ん
は
今
回
最
高
位
の
銀

賞
と
な
っ
た
。

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」（
４
人

参
加
）
は
ア
ー
ム
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
描
画
・

立
体
図
を
作
成
す
る
競
技
で
、
作
業
の
進
捗
管

理
能
力
な
ど
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の

総
合
的
な
技
量
も
含
め
、高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
技
術
を
競
い
合
っ
て
い
た
。

　
「
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
」（
８
人
参
加
）
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
支
援
設
計
ツ
ー
ル（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）を
使
っ

て
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
の
部
品
図
と
組
立
図
、
軸

測
投
影
法
に
よ
る
組
立
図
と
立
体
分
解
図
を
作

成
す
る
。
初
挑
戦
で
全
国
大
会
出
場
の
岡お
か

本も
と

和か
ず

大ひ
ろ

さ
ん
（
広
島
県
）
は
、
会
社
で
は
新
入
社
員

覚
障
害
の
あ
る
前ま
え

田だ

吉よ
し

之ゆ
き

さ
ん
（
神
奈
川
県
）

は
、
２
回
目
の
全
国
大
会
。
駐
車
場
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
手
が
け
る
会
社
に
勤
め
、
精
算
機
の

部
品
組
立
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
同
行
し
た

上
司
は
「
私
た
ち
の
会
社
は
以
前
か
ら
、
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
積
極
的
に
選
手
を
出
し
て
い
ま

す
。
ハ
ン
ダ
付
け
と
い
っ
た
手
作
業
は
現
場
で

は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
組
立
の
基
本
ス
キ
ル

な
の
で
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
実
績
が
社
内

的
に
認
め
ら
れ
る
証あ
か
し

に
も
な
り
ま
す
」
と
話
す
。

競
技
後
、
前
田
さ
ん
に
書
面
で
感
想
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
「
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
す
べ

て
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
に
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
入
賞
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
し
た
う
え
で
、「
大
会
で
学
ん

だ
こ
と
を
仕
事
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と

書
い
て
く
れ
た
。
前
田
さ
ん
は
期
待
通
り
の
銅

賞
入
賞
と
な
っ
た
。

　

６
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
「
パ
ソ
コ
ン
組
立
」

（
２
人
参
加
）は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン

向
け
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
製
図
の
基

礎
な
ど
を
教
え
て
い
る
。
大
学
院
で
情
報
系
を

学
ん
で
い
た
が
、
持
病
悪
化
を
機
に
進
路
を
変

更
、
職
業
訓
練
校
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
学
び
就
職
し
た

そ
う
だ
。
競
技
後
は
「
自
分
の
使
っ
て
い
る
Ｃ

Ａ
Ｄ
と
仕
様
が
違
っ
て
い
た
ほ
か
、
仕
事
が
立

て
込
ん
で
練
習
時
間
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
の

が
痛
い
で
す
ね
。
次
回
も
全
国
大
会
に
出
ら
れ

る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
リ
ベ
ン
ジ
を

誓
っ
て
い
た
。

　
「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
」（
７
人
参
加
）
の
課
題
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
ビ
ル
の
図
面

を
３
時
間
30
分
以
内
に
仕
上
げ
る
内
容
。
建
築

の
知
識
と
C
A
D
シ
ス
テ
ム
操
作
技
術
の
ほ
か
、

美
的
感
覚
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
い
た
。

●
木
工
／
家
具
／
縫
製
／
洋
裁

　

知
的
障
害
の
あ
る
人
が
対
象
の
「
木
工
」

（
14
人
参
加
）
は
、
の
こ
ぎ
り
や
か
ん
な
、
の

み
な
ど
の
手
工
具
を
使
っ
た
蓋
付
き
木
箱
を
製

作
す
る
。
中な
か

村む
ら

健け
ん

一い
ち

さ
ん（
佐
賀
県
）は
、２
回

「機械 CAD」岡本和大さん（広島県）

「パソコン組立」銀賞、赤地和典さん（千葉県） 「電子機器組立」銅賞、前田吉之さん（神奈川県）

「コンピュータプログラミング」招へい選手の⻆
かく

田
た

智
とも

活
かつ

さん（青森県）

8
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さ
ん
（
京
都
府
）
は
職
業
訓
練
校
で
「
縫
製
を

学
び
た
い
」
と
希
望
し
、
そ
の
ま
ま
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
も
挑
戦
し
て
３
回
目
の
全
国
大
会
。

家
族
以
外
と
は
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
い
る
浅
田
さ
ん
は
、
指
導
員
と
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
メ
モ
機
能
を
駆
使
し
な
が
ら

練
習
を
重
ね
て
き
た
。
い
ま
は
地
元
の
有
名
菓

子
店
に
就
職
し
、
お
菓
子
の
箱
詰
め
な
ど
を
担

当
。
職
場
で
も
筆
談
し
な
が
ら
無
理
な
く
働
け

て
い
る
そ
う
だ
。同
行
し
て
い
た
指
導
員
は「
彼

女
は
も
と
も
と
筋す
じ

が
い
い
と
い
う
か
、
布
の
扱

い
方
が
う
ま
い
ん
で
す
よ
」
と
話
す
。
競
技
終

了
後
、
浅
田
さ
ん
に
書
面
で
感
想
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
「
休
み
の
日
な
ど
に
個
人
で
練
習
を

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
最
後
の
全
国
大

会
に
な
っ
た
け
ど
、
今
回
も
仕
上
げ
る
こ
と
が

目
の
挑
戦
で
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
。
20
年

近
く
通
う
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
は
、

保
育
園
な
ど
か
ら
オ
ー
ダ
ー
さ
れ
た
椅
子
や

テ
ー
ブ
ル
、
棚
を
つ
く
っ
て
い
る
。
同
行
し
た

中
村
さ
ん
の
指
導
員
は
「
図
面
を
渡
せ
ば
一
人

で
つ
く
る
ほ
ど
の
実
力
で
仕
事
熱
心
。
日
ご
ろ

は
機
械
作
業
な
の
で
、
木
工
道
具
を
使
う
特
訓

も
し
ま
し
た
」。
競
技
後
、
競
技
ス
タ
ッ
フ
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
中
村
さ
ん
は
「
自
己

評
点
は
55
点
。
競
技
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
か
ら
『
手

順
が
少
し
違
っ
て
い
た
け
ど
、
よ
く
が
ん
ば
っ

て
い
た
よ
』
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

け
が
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
作
品
づ
く
り
を
続

け
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
家
具
」（
４
人
参
加
）の
競
技
課
題
は
、
手
工

具
や
木
工
機
械
を
使
っ
て
の
花
台
製
作
。
木
工

会
社
で
働
く
高た
か

林ば
や
し

葵あ
お
い

さ
ん（
沖
縄
県
）は
、
３
年

連
続
で
の
全
国
大
会
出
場
だ
。同
行
し
て
い
た
父

親
は「
前
々
回
は
時
間
内
に
完
成
で
き
ず
、
前

回
は
完
成
し
た
も
の
の
穴
を
あ
け
る
場
所
を
間

違
え
た
こ
と
に
後
で
気
づ
い
た
そ
う
で
す
。
勤

務
先
で
の
作
業
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
っ
て
き
た
よ

う
な
の
で
、
今
年
は
ミ
ス
な
く
完
成
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
見
守
っ
て
い
た
。

　

エ
プ
ロ
ン
を
４
時
間
以
内
に
仕
上
げ
る
「
縫

製
」（
10
人
参
加
）
は
知
的
障
害
の
あ
る
人
が

対
象
で
、
各
パ
ー
ツ
の
仕
上
が
り
寸
法
の
正

確
さ
、
ア
イ
ロ
ン
と
ミ
シ
ン
の
技
法
な
ど
を
含

め
完
成
作
品
の
で
き
ば
え
を
競
う
。浅あ
さ

田だ

美み

咲さ
き

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
仕
事
は
縫
製
関
係
で

は
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
物
づ
く
り
は
続

け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　
「
洋
裁
」（
７
人
参
加
）
の
競
技
課
題
は
、
薄

手
ウ
ー
ル
を
使
っ
た
オ
ー
ダ
ー
仕
立
て
の
オ
ー

バ
ー
ブ
ラ
ウ
ス
を
６
時
間
以
内
に
製
作
す
る
と

い
う
も
の
。
前
回
の
全
国
大
会
で
銀
賞
だ
っ
た

小お

濵ば
ま

望の
ぞ
み

さ
ん
（
鹿
児
島
県
）
は
競
技
後
、「
今

回
は
ぜ
ひ
金
賞
を
と
思
っ
て
臨
み
ま
し
た
が
、

時
間
ギ
リ
ギ
リ
で
し
た
。
前
回
は
、ボ
タ
ン
ホ
ー

ル
の
縫
い
目
が
粗
い
と
こ
ろ
な
ど
を
注
意
さ
れ

た
の
で
、
そ
こ
を
重
点
的
に
練
習
し
て
き
ま
し

た
」
と
ふ
り
返
っ
た
。
い
ま
は
歯
科
技
工
士
と

し
て
働
き
、
仕
事
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
練
習
し

て
き
た
と
い
う
。
結
果
は
、
銅
賞
入
賞
を
果
た

し
た
。

「縫製」浅田美咲さん（京都府）

「木工」中村健一さん（佐賀県）

「洋裁」銅賞、小濵望さん（鹿児島県）

「家具」高林葵さん（沖縄県）　　
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品
を
職
場
に
飾
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。「
久

し
ぶ
り
の
競
技
で
緊
張
し
ま
す
が
、
自
分
の
納

得
で
き
る
作
品
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
た
。
甲か

斐い

絵え

美み

理り

さ
ん
（
宮
崎

県
）は
全
国
大
会
初
出
場
。県
大
会
で
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
興
味
を
も
ち
、
挑
戦

を
決
め
た
と
い
う
。
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
特
例
子

会
社
に
勤
め
、
広
告
審
査
業
務
な
ど
を
担
当
し

て
い
る
。
競
技
後
は
「
ブ
ー
ケ
づ
く
り
の
時
間

が
足
り
ず
急
い
で
仕
上
げ
た
の
が
反
省
点
。
花

は
見
て
い
る
だ
け
で
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

語
っ
て
い
た
。

　
「
ネ
イ
ル
施
術
」（
３
人
参
加
）
は
、
爪
の
長

さ
や
表
面
を
整
え
て
カ
ラ
ー
を
塗
る
ベ
ー
シ
ッ

ク
マ
ニ
キ
ュ
ア
（
45
分
）
と
、
ネ
イ
ル
ア
ー
ト

と
結
婚
す
る
た
め
就
職
を
目
ざ
し
た
と
い
う
。

就
職
と
同
時
に
入
籍
し
、
ま
す
ま
す
仕
事
へ
の

意
欲
を
強
く
し
て
い
る
。
小
澤
さ
ん
は
、
出
場

者
で
唯
一
の
入
賞
と
な
る
銅
賞
と
な
っ
た
。

　
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」（
８
人
参
加
）

は
花
束
（
50
分
）、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ブ
ー
ケ
（
70

分
）、テ
ー
ブ
ル
装
飾（
50
分
）の
３
作
品
で
競
う
。

招
へ
い
選
手
の
田た

中な
か

達た
つ

也や

さ
ん
（
新
潟
県
）
は

今
回
、
地
方
大
会
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
新
潟

県
か
ら
の
唯
一
の
参
加
選
手
で
、
２
０
１
６
年

の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
山
形
大
会
で
金
賞
を

取
っ
て
い
る
。
学
校
の
授
業
で
習
っ
て
い
た
と

き
に
先
生
の
目
に
留
ま
り
、「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
て
み
た
ら
」
と
す
す
め
ら
れ
た
の
が
き
っ

か
け
だ
。
日
ご
ろ
は
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

で
軽
作
業
を
担
当
し
、
練
習
用
で
仕
上
げ
た
作

●
歯
科
技
工
／
義
肢
／

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
／

　

ネ
イ
ル
施
術
／
写
真
撮
影

　
「
歯
科
技
工
」（
５
人
参
加
）
は
、
硬
質
レ

ジ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
冠
と
部
分
入
れ
歯
を
製
作
す

る
。三み

津つ

橋は
し

幸ゆ
き

勇お

さ
ん（
北
海
道
）は
、初
挑
戦

で
の
全
国
大
会
出
場
と
な
っ
た
。
歯
科
技
工
会

社
の
同
僚
女
性
と
２
人
で
出
場
し
て
い
た
が
、

競
技
後
は
厳
し
い
表
情
だ
っ
た
。
書
面
で
感
想

を
求
め
た
と
こ
ろ
「
泣
き
そ
う
で
す
。
レ
ベ
ル

を
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
だ
け
書
い
て
く

れ
た
が
、
結
果
は
出
場
者
で
唯
一
の
受
賞
、
し

か
も
金
賞
に
輝
い
た
。

　
「
義
肢
」（
３
人
参
加
）
の
競
技
課
題
は
、
義

肢
を
使
う
と
き
切
断
部
分
に
装
着
す
る
ソ
ケ
ッ

ト
の
製
作
。
小お

澤ざ
わ

悠ゆ
う

一い
ち
さ
ん
（
鹿
児
島
県
）
は
、

２
０
１
９
年
の
全
国
大
会
で
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
か
ら
出
場
し
銅
賞
だ
っ
た
。
今
春
に
義

肢
製
作
会
社
に
入
社
し
、
２
回
目
の
出
場
を
決

め
た
。「
普
通
は
職
業
能
力
開
発
校
修
了
で
義

肢
装
具
技
能
士
補
の
資
格
を
も
ら
え
ま
す
が
、

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
で
一
定
の
成
績
を

と
る
と
、
技
能
検
定
２
級
の
実
技
試
験
が
免
除

に
な
り
ま
す
。
お
か
げ
で
い
ま
の
会
社
に
就
職

で
き
ま
し
た
」
と
明
か
す
。
病
気
で
無
職
だ
っ

た
こ
ろ
、
父
親
が
脳
卒
中
の
後
遺
症
で
義
肢
を

つ
く
っ
た
。
そ
の
製
作
過
程
を
見
て
「
人
の
役

に
立
つ
、
も
の
づ
く
り
が
し
た
い
」
と
開
発
校

へ
。
さ
ら
に
小
澤
さ
ん
を
支
え
て
く
れ
た
女
性

「フラワーアレンジメント」招へい選手の
田中達也さん（新潟県）

「フラワーアレンジメント」甲斐絵美理さん（宮崎県）

「ネイル施術」招へい選手の山下加代さん（北海道）

「義肢」銅賞、小澤悠一さん（鹿児島県） 「歯科技工」金賞、三津橋幸勇さん（北海道）
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の
基
礎
的
な
技
術
を
施
す
ネ
イ
ル
チ
ッ
プ
ア
ー

ト（
70
分
）で
競
う
。招
へ
い
選
手
の
山や
ま

下し
た

加か

代よ

さ
ん（
北
海
道
）は
、前
回
の
全
国
大
会
で
金
賞

を
受
賞
。
周
囲
の
反
響
も
大
き
く
、
大
手
航
空

会
社
の
特
例
子
会
社
関
係
者
か
ら
も
声
を
か
け

ら
れ
「
採
用
試
験
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
」
と

明
か
し
て
く
れ
た
。
山
下
さ
ん
は
大
会
後
、
無

事
に
採
用
が
決
ま
り
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
ら
社
員
向
け
の
ネ
イ
ル
施
術
を
任
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
そ
う
だ
。

　

14
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
る
「
写
真
撮
影
」（
６

人
参
加
）
は
、
基
本
的
な
撮
影
技
術
や
プ
リ
ン

ト
仕
上
が
り
の
総
合
的
な
構
成
力
な
ど
を
競

う
。
今
回
の
課
題
は
、
愛
知
県
国
際
展
示
場
を

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る

こ
と
を
想
定
し
た
魅
力
的
な
写
真
作
品
。
デ
ザ

イ
ン
系
の
会
社
に
勤
め
る
重し
げ

水み
ず

美み

雪ゆ
き

さ
ん
（
鹿

児
島
県
）
は
、写
真
加
工
を
含
め
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
い
る
。
競
技
後
に

「
や
っ
ぱ
り
県
内
だ
け
で
見
て
き
た
の
と
は
違

い
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
い
ろ
ん

な
撮
影
視
点
を
持
っ
て
い
て
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
カ
メ
ラ
で
写
真
を
も
っ
と
撮
っ
て
、

コ
ン
テ
ス
ト
に
も
応
募
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　　
　

　

今
年
は
、
閉
会
式
に
代
わ
る
「
成
績
発
表
」

も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
と
な
っ
た
が
、
展
示
ホ
ー
ル
は
、

選
手
や
同
行
者
向
け
に
巨
大
な
モ
ニ
タ
ー
画
面

や
椅
子
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
成
績
発
表
。「
喫

茶
サ
ー
ビ
ス
」
の
発
表
時
に
、
隣
席
の
女
性

に
小
さ
な
Ｖ
サ
イ
ン
を
見
せ
て
い
た
男
性
が
い

た
。
見
事
「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」
で
銀
賞
を
受
賞

し
た
坂さ
か

田た

舜し
ゅ
ん

介す
け

さ
ん
（
長
野
県
）
と
母
親
だ
っ

た
。
養
護
学
校
高
等
部
３
年
生
の
坂
田
さ
ん

は
「
１
年
生
の
と
き
か
ら
連
続
３
回
全
国
大
会

に
出
場
し
て
き
て
念
願
の
入
賞
で
、
う
れ
し
い

で
す
」
と
笑
顔
が
は
じ
け
た
。
今
回
の
競
技
に

つ
い
て
は
「
前
回
の
大
会
後
の
講
評
で
、『
も

う
少
し
周
り
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
ね
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
い
、
今
回
は

仲
間
を
大
事
に
し
て
、
ど
う
し
た
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
か
考
え
ま
し

た
。
周
り
の
人
と
話
を
す
る
う
ち
に
慣
れ
て
き

て
、
自
然
と
笑
顔
も
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
ふ
り
返
っ
た
。
内
定
を
も
ら
っ
て
い
る
就
職

先
は
接
客
業
で
は
な
い
が
「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
達
成
感
を
胸
に
、
自
信
を
も
っ
て
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

　

最
後
ま
で
会
場
に
残
っ
て
い
た
の
は
、
総
合

支
援
学
校
３
年
生
の
高た
か

木ぎ

大や
ま
と和

さ
ん
（
山
口

県
）。
初
め
て
の
全
国
大
会
で
「
せ
っ
か
く
な

の
で
最
後
ま
で
全
部
見
て
お
き
た
か
っ
た
」
と

来
場
し
た
理
由
を
話
し
て
く
れ
た
。
出
場
し
た

「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
は
惜
し
く
も
入
賞
を

逃
し
た
が
「
細
か
い
点
も
含
め
て
、
も
っ
と
努

力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
挑
戦
し

ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

「フラワーアレンジメント」招へい選手の
田中達也さん（新潟県）

「ビルクリーニング」に出場した
高木大和さん（山口県）

「写真撮影」重水美雪さん（鹿児島県）

「喫茶サービス」銀賞、坂田舜介さん（長野県）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
成
績
発
表

月
11

15
日（
日
）
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第40回 全国アビリンピック
入賞者発表！

家　
　
　
具　
伊い

藤と
う

俊と
し

貴き

愛
知
県
愛
知
県
立
名
古
屋
聾
学
校

Ｄ　
Ｔ　
Ｐ

伊い

藤と
う

ま
ど
か
広
島
県
株
式
会
社
J
R
西
日
本
あ
い
ウ
ィ
ル

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ

木き

村む
ら

信の
ぶ

隆た
か

千
葉
県
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立

島し
ま

田だ

美み

穂ほ

三
重
県
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー　

大
安
製
作
所

歯
科
技
工
三み

津つ

橋は
し

幸ゆ
き

勇お

北
海
道
和
田
精
密
歯
研
株
式
会
社　

札
幌
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

佐さ

藤と
う

翔し
ょ
う

悟ご

茨
城
県
株
式
会
社
日
立
パ
ワ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

中な
か

山や
ま

太た

郎ろ
う

熊
本
県
株
式
会
社
ソ
リ
ッ
ド
・
ネ
ッ
ト

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

伊い

敷し
き

　
　
学ま
な
ぶ

沖
縄
県
ソ
ニ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

本ほ
ん

田だ

駿は
や

斗と

神
奈
川
県
和
光
産
業
株
式
会
社

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

山や
ま

崎ざ
き

　
　
泰ゆ
た
か

宮
城
県
セ
コ
ム
工
業
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

加か

藤と
う

み
な
み
宮
城
県
服
部
コ
ー
ヒ
ー
フ
ー
ズ
株
式
会
社

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

狩か

野の
う

大だ
い

介す
け

東
京
都
株
式
会
社
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
東
武　

押
上
事
業
所

写
真
撮
影
小こ

島じ
ま

未み

来き

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

縫　
　
　
製

板い
た

垣が
き

美み

穂ほ

山
形
県
社
会
福
祉
法
人
山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会　

山
形
県
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

木　
　
　
工

地ぢ

下げ

優ゆ
う

輝き

鹿
児
島
県
国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

銀 賞
洋　
　
　
裁

藤ふ
じ

澤さ
わ

勇ゆ
う

慈じ
ん

東
京
都
公
益
社
団
法
人
全
日
本
洋
裁
技
能
協
会

Ｄ　
Ｔ　
Ｐ

宮み
や

﨑ざ
き

菜な

摘つ
み

大
阪
府
株
式
会
社
ウ
イ
ル
ハ
ー
ツ

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ

植う
え

村む
ら

　
　
晃あ
き
ら

愛
知
県
新
東
工
業
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立

那な

須す

川か
わ

耀よ
う

愛
知
県
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー　

高
棚
製
作
所

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

山や
ま

本も
と

　
　
巧た
く
み

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

小こ

松ま
つ

智と
も

和か
ず

東
京
都
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
パ
ワ
ー
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

斉さ
い

藤と
う

　
　
敦あ
つ
し

埼
玉
県
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

佐さ

藤と
う

知ち

沙さ

子こ

愛
知
県
豊
橋
市
役
所

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

藤ふ
じ

澤さ
わ

一か
ず

代よ

香
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス
園

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

田た

中な
か

卓た
く

也や

神
奈
川
県
デ
ィ
ー
・
テ
ィ
ー
・
フ
ァ
イ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

小こ

島じ
ま

希の
ぞ
み望

埼
玉
県
ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

谷た
に

口ぐ
ち

湧ゆ
う

真ま

東
京
都
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

東
京
支
店

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

下し
も

内う
ち

寿じ
ゅ
に

也や

京
都
府
京
都
府
立
丹
波
支
援
学
校

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

坂さ
か

田た

舜し
ゅ
ん

介す
け

長
野
県
長
野
県
長
野
養
護
学
校
高
等
部
朝
陽
教
室

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

鈴す
ず

木き

真ま

里り

子こ

神
奈
川
県
株
式
会
社
日
立
ゆ
う
あ
ん
ど
あ
い

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

中な
か

村む
ら

友と
も

美み

福
岡
県
株
式
会
社
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
ア
ソ
ウ

表　
計　
算

手て

島し
ま

拓た
く

身み

東
京
都
株
式
会
社
日
立
ハ
イ
テ
ク
サ
ポ
ー
ト

ネ
イ
ル
施
術

荒あ
ら

山や
ま

美み

夢む

千
葉
県
エ
イ
ジ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

写
真
撮
影
大お
お

塚つ
か

弘ひ
ろ

也や

鹿
児
島
県
鹿
児
島
県
立
武
岡
台
養
護
学
校

パ
ソ
コ
ン
組
立

赤あ
か

地ち

和か
ず

典の
り

千
葉
県
地
方
独
立
行
政
法
人
総
合
病
院　

国
保
旭
中
央
病
院

パ
ソ
コ
ン
操
作

原は
ら

　
　
真ま

波な
み

東
京
都
三
井
金
属
ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

渡わ
た

部な
べ

雄ゆ
う

太た

東
京
都
N
S
W
ウ
ィ
ズ
株
式
会
社

縫　
　
　
製

苑そ
の

田だ

愛ま
な

美み

熊
本
県
社
会
福
祉
法
人
愛
火
の
会　

野
々
島
学
園

木　
　
　
工

宮み
や

﨑ざ
き

裕ゆ
う

史じ

熊
本
県
社
会
福
祉
法
人
ア
バ
ン
セ
多
機
能
型
事
業
所
カ
サ
・
チ
コ

金 賞
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入賞者発表！

洋　
　
　
裁

首し
ゅ

藤と
う

悦え
つ

子こ

大
分
県
一
般
社
団
法
人
服
は
着
る
薬

洋　
　
　
裁

小お

濵ば
ま

　
　
望の
ぞ
み

鹿
児
島
県
有
限
会
社
Ａ
・
デ
ン
タ
ル
・
ラ
ボ

Ｄ　
Ｔ　
Ｐ

大お
お

堀ほ
り

寛ひ
ろ

人と

東
京
都
株
式
会
社
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ

Ｄ　
Ｔ　
Ｐ

髙た
か

橋は
し

卓た
く

哉や

山
口
県
社
会
福
祉
法
人
山
口
県
コ
ロ
ニ
ー
協
会

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ

綱つ
な

澤ざ
わ

槙し
ん

太た

郎ろ
う

岡
山
県
国
立
吉
備
高
原
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

佐さ

藤と
う

康こ
う

太た

郎ろ
う

東
京
都
東
京
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
株
式
会
社

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

天あ
ま

野の

寛ひ
ろ

隆た
か

愛
知
県
愛
知
玉
野
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立

前ま
え

　だ田

吉よ
し

　ゆ
き之

神
奈
川
県
ア
マ
ノ
株
式
会
社

義　
　
　
肢

小お

澤ざ
わ

悠ゆ
う

一い
ち

鹿
児
島
県
株
式
会
社
中
礼
義
肢
製
作
所　

姶
良
工
場

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

前ま
え

川か
わ

哲さ
と

志し

長
野
県
信
州
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

安あ
ん

達た
つ

芽め

衣い

奈
良
県
な
ん
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

小お

野の

田だ

勝か
つ

之ゆ
き

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

石い
し

倉く
ら

正ま
さ

史ふ
み

福
岡
県
化
成
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

櫻さ
く
ら

井い

利と
し

彰あ
き

宮
城
県
一
般
社
団
法
人
C
O
M
'S

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

兼か
ね

松ま
つ

利り

江え

静
岡
県
株
式
会
社
ア
イ
エ
ス
エ
フ
ネ
ッ
ト
ジ
ョ
イ　

ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
浜
松
事
業
所

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

田た

村む
ら

由ゆ

紀き

枝え

栃
木
県
栃
木
県
立
特
別
支
援
学
校
宇
都
宮
青
葉
高
等
学
園

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

新あ
ら

谷や

ち
ひ
ろ
愛
知
県
コ
ニ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

西に
し

山や
ま

恵え

李り

香か

大
阪
府
株
式
会
社
エ
ル
ア
イ
武
田

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

吉よ
し

井い

秀ひ
で

一か
ず

福
岡
県
サ
ン
ア
ク
ア
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

細ほ
そ

井い

日ひ

菜な

埼
玉
県
株
式
会
社
J
A
L
サ
ン
ラ
イ
ト

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

山や
ま

下し
た

優ゆ
う

香か

和
歌
山
県
公
立
学
校
共
済
組
合
和
歌
山
宿
泊
所　

ホ
テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

海う
み

野の

弘ひ
ろ

樹き

茨
城
県
株
式
会
社
日
立
ゆ
う
あ
ん
ど
あ
い
（
大
み
か
）
郵
便
室

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

松ま
つ

浦う
ら

章し
ょ
う

太た

郎ろ
う

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

望も
ち

月づ
き

勇ゆ
う

希き

兵
庫
県
株
式
会
社
川
重
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス　

K
C
T
事
業
所

表　
計　
算

櫻さ
く
ら

井い

佑ゆ
う

樹き

栃
木
県
株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
ウ
ィ
ル

表　
計　
算

木き
の

下し
た

勇ゆ
う

気き

山
口
県
有
限
会
社
リ
ベ
ル
タ
ス
興
産

表　
計　
算

花は
な

山や
ま

星し
ょ
う

太た

愛
媛
県
就
労
移
行
支
援
事
業
所　

フ
ェ
ロ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ネ
イ
ル
施
術

一い
ち

木き

侑ゆ
う

子こ

東
京
都
野
村
不
動
産
ラ
イ
フ
＆
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社

写
真
撮
影
河こ
う

野の

仁ひ
と

志し

北
海
道
和
田
精
密
歯
研
株
式
会
社　

札
幌
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
操
作

岡お
か

澤ざ
わ

洋ひ
ろ

成な
り

栃
木
県
国
立
大
学
法
人
筑
波
技
術
大
学

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

速は
や

水み
ず

佑ゆ

樹き

人と

栃
木
県
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ひ
と
つ
の
花

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

池い
け

　
　
耕こ
う

太た

京
都
府
京
都
市
立
白
河
総
合
支
援
学
校

縫　
　
　
製

小こ

村む
ら

侑ゆ
う

大だ
い

佐
賀
県
社
会
福
祉
法
人
南
高
愛
隣
会　

長
崎
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

縫　
　
　
製

今い
ま

原は
ら

飛つ
ば
さ翔

宮
崎
県
株
式
会
社
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ

木　
　
　
工

若わ
か

子こ

内な
い

塁る
い

岩
手
県
岩
手
県
立
盛
岡
峰
南
支
援
学
校

木　
　
　
工

宮み
や

嶋じ
ま

和か
ず

宏ひ
ろ

富
山
県
富
山
県
立
富
山
高
等
支
援
学
校

木　
　
　
工

徳と
く

岡お
か

　
　
遥は
る
か

愛
知
県
愛
知
県
立
春
日
井
高
等
特
別
支
援
学
校

家　
　
　
具

城し
ろ

間ま

羽は

夏な

愛
知
県
愛
知
県
立
名
古
屋
聾
学
校

Ｄ　
Ｔ　
Ｐ

大お

日び

方な
た

貴た
か

昭あ
き

長
野
県
社
会
福
祉
法
人
な
が
の
コ
ロ
ニ
ー

電
子
機
器
組
立

中な
か

本も
と

高た
か

史し

大
阪
府
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
交
野
株
式
会
社

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

森も
り

島し
ま

章あ
き

文ふ
み

静
岡
県

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

藤ふ
じ

原は
ら

拓た
く

巳み

島
根
県
株
式
会
社
島
根
東
亜
建
物
管
理

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

八は
ち

役や
く

あ
ゆ
み
兵
庫
県
株
式
会
社
新
保
哲
也
ア
ト
リ
エ　

西
宮
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

大お
お

古ご

田だ

祐ゆ
う

樹き

静
岡
県
矢
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

写
真
撮
影
中な
か

垣が
き

良よ
し

則の
り

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
操
作

小こ

池い
け

正ま
さ

美み

山
形
県
社
会
福
祉
法
人
山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

清し

水み
ず

幹み
き

生お

長
野
県
社
会
福
祉
法
人
夢
工
房
福
祉
会　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

　愛知県常滑市において2020（令和２）年11月13日（金）から15日（日）までの３日間にわたり開催した「第40回全国障害者
技能競技大会（全国アビリンピック）」。全25種目の技能競技に45都道府県から330人の選手が集い、日ごろつちかった技
能を競い合いました。
　今大会は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため「無観客」開催となりましたが、開会式、競技風景や成績発表に
ついては、WEBでライブ配信されました。
　また、今大会での入賞者は以下の通り決定され、金賞15人、銀賞24人、銅賞37人、努力賞10人の方々が受賞されました。

銅 賞努力賞努力賞
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―
―
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
橋
本
さ
ん
が
入
社
す
る
ま
で

の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

私
が
勤
め
て
い
る
「
愛
知
玉
野
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式

会
社
」︵
以
下
、「
玉
野
シ
ス
テ
ム
」︶
は
、「
玉
野
総
合

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
」︵
以
下
、「
玉
野
総
合
」︶

と
愛
知
県
、
名
古
屋
市
の
共
同
出
資
に
よ
り
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
で
、
１
９
８
７
︵
昭
和
62
︶
年
に
設
立
さ
れ
、

１
９
８
９
︵
平
成
元
︶
年
に
玉
野
総
合
の
特
例
子
会
社

と
な
り
ま
し
た
。
重
度
身
体
障
害
者
の
雇
用
モ
デ
ル
企

業
と
し
て
誕
生
し
て
か
ら
33
年
、
現
在
は
社
員
25
人
の

う
ち
障
害
の
あ
る
社
員
は
17
人
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
高
校
卒
業
後
の
19
歳
の
と
き
に
交
通
事

故
に
あ
い
、
１
年
ほ
ど
入
院
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
と
生
活
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
病
院
の
職
員
の
方
た
ち
か
ら
「
若
い

の
だ
か
ら
働
い
て
い
か
な
い
と
ね
」
と
助
言
さ
れ
、
入
院

中
に
車
の
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
愛
知
県
瀬
戸
市
に

あ
る
身
体
障
害
者
向
け
の
寮
が
完
備
さ
れ
た
自
動
車
教

習
所
で
、
取
得
す
る
ま
で
約
２
カ
月
か
か
り
ま
し
た
ね
。

　

退
院
後
は
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に
１
年
通
い
、

情
報
処
理
系
を
中
心
に
学
び
ま
し
た
。
た
だ
当
時
は
、

私
の
よ
う
な
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
が
働
け
る
会
社
は
、
ま

だ
ま
だ
少
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
仕
事
そ
の

も
の
は
で
き
て
も
、
職
場
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
が
な

い
か
ら
無
理
と
い
う
ケ
ー
ス
ば
か
り
で
し
た
。
玉
野
シ

ス
テ
ム
の
よ
う
な
企
業
が
あ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

―
―
職
場
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
。

　

お
も
に
地
図
を
書
く
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
な

か
な
か
現
場
に
は
行
け
な
い
の
で
、
玉
野
総
合
の
社
員

が
測
量
し
て
き
た
結
果
を
も
と
に
、
パ
ソ
コ
ン
で
製
図

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
業
務
課
と
し
て
の
仕
事
で
す
が
、
私
は
昨
年

か
ら
総
務
課
主
幹
の
役
職
も
つ
き
、
両
方
の
業
務
を
並

行
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
業
務
課
の
課
長
も
、

車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
で
す
。
当
初
は
玉
野
総
合
や
県
な
ど

か
ら
出
向
し
て
き
た
社
員
が
管
理
職
を
務
め
て
い
ま
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
私
た
ち
だ
け
で
運
営
し
て
い
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
０
︵
令
和
２
︶

年
６
月
に
は
玉
野
総
合
の
本
社
ビ
ル
に
移
転
し
、
業
務

の
打
ち
合
わ
せ
も
行
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
勤
続
28
年
で
す
が
、
社
内
で
は
３
番
目
ぐ
ら
い

の
古
株
に
な
り
ま
し
た
。
重
度
の
身
体
障
害
の
あ
る
人

は
、加
齢
に
と
も
な
う
体
力
減
退
が
早
い
の
か
、60
歳
に

な
る
前
に
退
職
を
選
ぶ
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

会
社
で
は
在
宅
勤
務
制
度
の
導
入
を
進
め
、
最
近
も
、

通
勤
困
難
と
な
っ
た
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
社
員
が
、

「
そ
れ
で
も
働
け
る
う
ち
は
」
と
い
う
こ
と
で
完
全
な
在

宅
勤
務
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
週
20
時
間
以

下
の
契
約
社
員
に
切
り
替
え
た
人
も
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍か

で
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
よ
り

玉
野
総
合
も
50
％
の
出
社
率
と
な
り
ま
し
た
が
、
玉
野

アビリンピックの実績、
社内業務の拡大にも
愛知玉野情報システム株式会社　総務課主幹
橋本忠雄さん
はしもと　ただお　1970（昭和 45）年、愛知県生まれ。1992（平成４）年に愛知玉野
情報システム株式会社入社。プライベートでは車いすバスケや陸上競技に挑戦し、1999
年にタイで開催されたフェスピック（アジアパラ競技大会の前身）には、１万ｍマラソン
競技に出場し銀メダルを獲得。

リ
ハ
ビ
リ
を
経
て

愛
知
玉
野
情
報
シ
ス
テ
ム
に
就
職

通
勤
が
健
康
に
つ
な
が
る
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シ
ス
テ
ム
で
は
80
％
の
出
社
率
で
し
た
。私
た
ち
に
と
っ

て
は
「
通
勤
す
る
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が
る
」
こ
と
も

あ
る
か
ら
で
す
。
特
に
身
体
障
害
の
あ
る
人
の
場
合
、

在
宅
勤
務
が
続
く
と
逆
に
体
力
低
下
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
私
自
身
も
週
２
～
３
日
出
勤
し
て
い
ま
す
。
マ
イ

カ
ー
通
勤
な
の
で
移
動
中
の
リ
ス
ク
も
低
い
の
で
す
。

―
―
い
ま
で
は
精
神
障
害
の
あ
る
社
員
も
い
ま
す
ね
。

職
場
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

５
年
前
か
ら
精
神
障
害
の
あ
る
社
員
の
採
用
が
始
ま

り
、
現
在
７
人
に
な
り
ま
す
。
受
入
れ
側
の
職
場
で
は

全
体
研
修
を
行
っ
た
ほ
か
、
新
入
社
員
に
は
相
談
し
や

す
い
先
輩
社
員
を
１
人
決
め
て
い
ま
す
。
外
部
で
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
ら
れ
る
制
度
も
新
設
し
ま
し
た
。
定

期
的
に
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
員
向
け
の
休
暇

制
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
特
例
子
会
社
の
よ
さ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
就
業
規
則
を
柔
軟
に
変
え
ら
れ
る

の
で
、
必
要
だ
と
思
っ
た
ら
職
場
内
の
み
ん
な
で
す
ぐ

に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
年
１
回
、
会
社
側
が
本
人
か
ら
、
自
分
の
障
害

に
つ
い
て
周
り
に
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と
や
配

慮
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
聞
い
て
、
み
ん
な
に
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
精
神
障
害
が
あ
り
、「
努
力
は

し
て
い
ま
す
が
、
突
然
休
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
」
と
申
し
出
た
社
員
も
い
ま
す
。

　

実
際
に
体
調
不
良
で
急
に
休
ん
で
も
、
だ
れ
も
気
に

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
の
も

私
た
ち
の
職
場
は
、
も
と
も
と
小
規
模
の
う
え
に
障
害

者
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
30
年
余
り
で
、

何
で
も
い
い
出
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
―
―
橋
本
さ
ん
は
、
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

２
０
１
４
年
は
「
表
計
算
」、
２
０
１
６
年
は
「
建
築

Ｃ
Ａ
Ｄ
」
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ
、
今
年
も
「
ワ
ー
ド
・

プ
ロ
セ
ッ
サ
」
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
２
０
０
７
年
に
静
岡
で
国
際

大
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
、
会
社
の
創
立
20
周
年
記
念

の
旅
行
を
兼
ね
て
視
察
に
行
き
、
初
め
て
競
技
内
容
を

知
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
翌
年
か
ら
県
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最
初
は
「
ワ
ー
ド・プ
ロ
セ
ッ
サ
」

に
挑
戦
し
た
の
で
す
が
仕
事
で
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
成
績
が
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た

ね
。
そ
の
後
、
追
加
さ
れ
た
「
表
計
算
」
に
種
目
を
変

更
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
４
年
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

愛
知
大
会
で
金
賞
に
な
り
ま
し
た
。

　

驚
い
た
の
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
社
内
報
に
掲
載
さ

れ
て
一
躍
有
名
に
な
り
、
玉
野
総
合
か
ら
入
力
作
業
や

報
告
書
作
成
な
ど
の
業
務
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
社
員
の
人
た
ち
は
「
特
例
子
会
社
っ
て
、

ど
ん
な
仕
事
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
社
内
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
は
国
際
大
会
が
あ
っ
た
た
め
県
大
会
・

全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
な
く
、
２
０
１
６
年
の
全
国

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
山
形
大
会
に
出
場
し
、「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
」

で
金
賞
を
取
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
職
場
で
は
社

内
専
用
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
部
の
部

署
で
競
技
用
の
ソ
フ
ト
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
新
た
に
勉
強
し
ま
し
た
。
再
び
社
内
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
、
今
度
は
建
築
関
係
の
業

務
も
増
え
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
２
０
１
９
年
と
２
０
２
０
年
は
再
び
「
ワ
ー

ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
」
で
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

ま
し
た
が
、
レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
ね
。「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
に

つ
い
て
は
、
今
回
は
玉
野
シ
ス
テ
ム
か
ら
３
人
が
参
加

し
、
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
３
回
目
出
場
の
天あ
ま

野の

寛ひ
ろ

隆た
か

君
が
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
実
は
私
が
2
0
1
8

年
の
金
賞
受
賞
後
、
備
忘
録
の
つ
も
り
で
競
技
課
題
の

手
順
を
な
ぞ
っ
た
３
時
間
の
動
画
を
作
成
し
た
の
で
す

が
、
そ
れ
を
天
野
君
に
渡
し
て
あ
っ
た
の
が
役
立
っ
た

よ
う
で
す
。
彼
も
２
０
１
８
年
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
沖
縄
大
会
で
銀
賞
を
取
っ
て
以
来
、
仕
事
が
増
え
ま

し
た
。
今
回
受
賞
を
逃
し
た
２
人
の
た
め
に
、
同
様
の

動
画
を
つ
く
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
抱
負
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

や
っ
ぱ
り
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
出
場
し
続
け
た

い
で
す
し
、
国
際
大
会
も
目
ざ
し
た
い
で
す
ね
。
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
戦
す
る
と
い
う
だ
け
で
自
身
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
し
、
他
社
で
同
じ
よ
う
に
働
く

方
た
ち
と
競
い
合
う
こ
と
で
、
客
観
的
な
視
点
で
自
分

の
実
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
あ
る
程
度

の
成
績
を
残
せ
ば
、
社
内
で
の
業
務
の
幅
も
ぐ
ん
と
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
日
々
の
仕
事
を
続
け
て
い
く
う
え

で
の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
の
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
願
わ
く
ば
、
私
た
ち
が
挑
戦
で
き

る
種
目
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い

で
す
ね
。

何
で
も
い
い
出
し
や
す
い
職
場
環
境

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
賞
で
一
躍
有
名
に
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格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
と
さ
ら
「
私
は
相
談
員
の

資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
説
明
は
せ

ず
、
だ
れ
に
で
も
相
談
で
き
る
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
。
仕
事
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
飛
び

越
え
て
、「
お
気
に
入
り
」
の
相
談
員
に
、
相

談
す
る
人
も
多
い
で
す
。

高
田
麻
里
子︵
以
下
、高
田
︶　

入
社
の
際
に
、

「
業
務
の
こ
と
は
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

○
○
さ
ん
に
、
仕
事
以
外
の
相
談
や
リ
ー

ダ
ー
に
い
い
に
く
い
こ
と
は
私
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
社
員
が
業
務
時
間
中
で
も

気
軽
に
相
談
に
来
て
、
最
初
は
泣
き
顔
だ
っ

た
の
に
、
笑
顔
に
な
っ
て
職
場
に
戻
っ
て
い

く
姿
を
見
る
と
、
相
談
員
が
い
る
効
果
を
感

じ
ま
す
。
毎
日
、
密
接
に
関
わ
る
リ
ー
ダ
ー

は
変
化
を
感
じ
づ
ら
く
、
少
し
離
れ
た
位
置

か
ら
見
る
私
の
方
が
異
変
に
気
づ
き
や
す

い
側
面
も
あ
り
、
こ
う
し
た
体
制
が
あ
る
こ

と
は
社
員
に
長
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

内
田　

各
社
、
人
事
体
制
と
相
談
員
の
位
置

づ
け
に
多
少
差
異
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
よ
き
相
談
相
手
と
し
て
重
要
な
役

回
り
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

内
田　

相
談
員
の
活
動
を
通
し
て
、
み
な

さ
ん
自
身
に
何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

高
田　

障
害
の
あ
る
社
員
た
ち
に
支
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
社
員
は
察

知
能
力
が
高
い
方
も
多
い
の
で
、
元
気
が
な

内
田
博
之︵
以
下
、
内
田
︶　

今
日
は
「
障
害

者
職
業
生
活
相
談
員
と
し
て
働
く
」
を
テ
ー

マ
に
、
経
験
豊
か
な
３
人
の
障
害
者
職
業
生

活
相
談
員（
以
下
、「
相
談
員
」
）の
方
々
の
、

日
々
の
お
仕
事
の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
相
談
員
の
存
在
意
義
」
に
つ
い

て
、
二
つ
う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

つ
め
は
、
新
た
に
障
害
の
あ
る
人
を
採
用
す

る
と
き
、
相
談
員
の
存
在
や
役
割
を
説
明
し

て
い
ま
す
か
。
二
つ
め
は
、
相
談
員
の
活
動

の
な
か
で
、
ご
自
身
や
周
り
に
何
か
よ
い
影

響
が
あ
り
ま
し
た
か
。

塩
原
麻
里︵
以
下
、
塩
原
︶　

見
学
会
や
入
社

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
社
内
体
制
図
を
示
し
て

相
談
員
が
ど
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
を

説
明
し
、「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
こ
の

人
に
相
談
し
て
ね
」
と
案
内
し
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
社
員
に
は
「
だ
れ
に
相
談
す
れ

ば
い
い
の
か
」
が
わ
か
り
や
す
く
、「
理
解
し

て
く
れ
る
人
が
職
場
に
い
る
」
安
心
感
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

和
田
康
延︵
以
下
、
和
田
︶　
弊
社
で
は
事
務

支
援
課
に
配
属
さ
れ
た
ら
、
最
初
に
必
ず
、

相
談
員
の
資
格
を
取
得
し
ま
す
。
で
す
か

ら
、
事
務
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を

は
じ
め
20
人
の
社
員
全
員
が
相
談
員
の
資

最終回最終回

活躍する活躍する
障害者職業生活相談員障害者職業生活相談員
「障害者職業生活相談員」の活動を紹介するシリーズ。第４回は、経験豊
富な障害者職業生活相談員の３人をお招きして座談会を開催し、参加者の
経験に基づくノウハウや知見などをうかがいました。また、日々迷いなが
ら、障害のある社員と真摯に向き合う思いはみなさん同じで、相談員同士
の情報交換の場にもなりました。

クローズクローズ
アップアップ

障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
の

存
在
意
義
と
は

相
談
員
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

自
身
の
変
化

株式会社KDDI チャレンジド　事業企画部　

高
たか

田
だ

麻
ま

里
り

子
こ
さん

リゾートトラスト株式会社　東京・横浜事務支援課　

和
わ

田
だ

康
みち

延
のぶ
さん

大和ライフプラス株式会社　ダイバーシティ推進部統括課

塩
しお

原
ばら

麻
ま

里
り
さん

進行役の中央障害者雇用情報センター　
障害者雇用支援ネットワークコーディネーター

内
うち

田
だ

博
ひろ

之
ゆき
さん

■座談会に参加された方々

（写真右から）
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ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

塩
原　

同
僚
と
情
報
共
有
を
し
て「
が
ん
ば
っ

た
ね
」
と
ね
ぎ
ら
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
い
ち

ば
ん
で
す
。

高
田　

私
は
上
司
に
報
告
し
て
「
そ
の
対
応

で
よ
か
っ
た
よ
」
と
承
認
さ
れ
、「
あ
と
は

フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
よ
」と
い
っ
て
も
ら
う

と
安
心
で
き
ま
す
。

和
田　

私
も
セ
ン
タ
ー
長
に
相
談
し
ま
す
。

一
人
で
行
き
詰
ま
っ
た
ら
、
時
間
を
取
っ
て

い
た
だ
い
て
、本
音
で
話
し
ま
す
。

内
田　

障
害
の
あ
る
社
員
に
と
っ
て
、職
場

で
相
談
で
き
る
人
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で

し
ょ
う
。
ま
た
、「
相
談
で
き
る
人
が
い
て

よ
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
、
相
談
員
自
身

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
好
循
環

が
生
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
も
日
々
の
で
き
ご
と

を
上
司
や
同
僚
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
安
心

感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
内
田　

次
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
と
か
か
わ

る
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と

し
た
コ
ツ
な
ど
、
だ
れ
に
で
も
取
り
入
れ
や

す
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

高
田　

表
情
と
言
動
を
よ
く
見
て
、「
普
段

と
違
う
な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
声
を
か

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
は
、
話

を
よ
く
聞
く
こ
と
。
本
人
の
誤
解
が
も
と
で
、

感
情
が
こ
じ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

話
を
し
な
が
ら
一
緒
に
お
互
い
の
真
意
を

確
認
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

塩
原　

私
は
、
障
害
名
で
そ
の
人
を
見
な
い

よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。
と
こ
と
ん
話
を

聞
く
こ
と
で
、
そ
の
人
の
特
性
や
個
性
を
つ

か
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

和
田　

障
害
の
あ
る
社
員
た
ち
は
、
私
た
ち

の
忙
し
い
雰
囲
気
を
察
知
し
て
気
を
遣
い
、

相
談
は
お
ろ
か
、
不
調
が
あ
っ
て
も
変
化
さ

え
表
さ
な
い
人
も
い
ま
す
。
私
た
ち
が
、
い

つ
で
も
余
裕
を
も
っ
て
、
相
談
を
受
け
入
れ

る
ス
タ
ン
ス
で
い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

高
田　

不
調
を
す
ぐ
に
い
え
る
タ
イ
プ
の

方
と
、
声
を
か
け
て
も「
大
丈
夫
」と
い
う
だ

け
で
本
心
を
な
か
な
か
い
え
な
い
タ
イ
プ

の
方
が
い
ま
す
ね
。
い
え
な
い
人
に
は
、「
眠

れ
て
い
る
？
」
と
質
問
を
変
え
て
聞
い
て
み

ま
す
。
声
を
か
け
た
ほ
う
が
い
い
の
か
迷

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
気
づ
い
て
く
れ

る
人
が
い
る
」
と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
に
も

意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

和
田　

不
調
を
い
え
る
人
と
い
わ
な
い
人
、

伝
え
る
こ
と
が
苦
手
な
人
が
い
ま
す
。
私

た
ち
が
も
っ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、伝
え
る
こ
と
が
苦
手
な
人
で
す
。

き
ち
ん
と
細
か
く
表
情
や
行
動
を
見
て
い

な
い
と
、不
調
に
気
づ
け
ま
せ
ん
。

　

逆
に
、日
ご
ろ
か
ら
注
意
し
て
見
て
い
る

と
、
気
に
な
る
行
動
に
気
づ
き
、「
何
か
あ
る

な
」と
ピ
ン
と
き
ま
す
ね
。

内
田　

本
人
自
身
が
、
不
調
を
認
識
し
て
い

な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
何
か
変

化
に
気
づ
い
た
ら
、
そ
の
場
で
声
を
か
け
て

み
る
の
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
和
田　

ほ
め
方
も
む
ず
か
し
い
で
す
よ
ね
。

全
員
に
業
務
終
了
ご
と
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
め
ら

れ
る
こ
と
を
前
向
き
に
と
ら
え
る
人
と
、一

方
で
「
こ
れ
は
仕
事
だ
か
ら
あ
た
り
前
」、

「
な
ぜ
ほ
め
ら
る
の
か
」
と
い
っ
た
受
け
取

い
と「
笑
っ
て
な
い
ね
」と
い
わ
れ
た
り
、
見

破
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。「
そ
ん
な

こ
と
な
い
よ
」と
い
い
つ
つ
、自
分
の
気
持
ち

を
高
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

和
田　
「
相
談
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

思
う
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特

に
私
の
部
署
は
「
仕
事
を
楽
し
む
」
こ
と
が

モ
ッ
ト
ー
。
自
分
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
糧か
て

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

塩
原　

私
は
管
理
部
門
の
相
談
員
と
い
う

位
置
づ
け
で
、
現
場
で
は
指
摘
し
づ
ら
い
こ

と
を
伝
え
た
り
、現
場
で
の
指
導
後
に
こ
ち

ら
が
フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
と
、
役
割
を
分
担
し

て
い
ま
す
。
最
終
的
に
、
本
人
の
意
欲
に
つ

な
が
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
う
ま
く
取
れ
る
と
、「
こ
の
仕
事
を
し

て
よ
か
っ
た
」と
思
い
ま
す
ね
。

内
田　

ご
自
身
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な
ど
は

言
葉
で
伝
え
る
こ
と
の

む
ず
か
し
さ

障
害
の
あ
る
社
員
と
か
か
わ
る

秘
訣
と
は

株式会社KDDIチャレンジド　高田麻里子さん

リゾートトラスト株式会社　和田康延さん
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工
夫
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

和
田　

だ
れ
か
が
抜
け
て
も
交
代
の
き
く

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
仕
事

に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
弊
社
の
７
年

目
、
８
年
目
の
社
員
は
よ
く
「
新
し
い
仕
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」と
い
い
ま
す
。「
障

害
特
性
が
あ
る
か
ら
で
き
な
い
」で
は
な
く
、

「
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
よ
う
に
何

を
す
べ
き
か
」
を
考
え
る
こ
と
が
、
相
談
員

の
仕
事
だ
と
心
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
障
害
の
あ
る
社
員
に
「
こ
の
職

場
は
楽
し
い
よ
ね
」、「
働
き
続
け
ら
れ
そ
う

だ
な
」
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
私
た
ち

の
仕
事
だ
と
思
っ
て
日
々
接
し
て
い
ま
す
。

塩
原　
「
こ
の
人
に
こ
の
仕
事
は
む
ず
か
し

い
」
と
思
っ
た
と
き
、
私
た
ち
が
ど
う
対
処

す
る
か
が
工
夫
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。
本
人

が「
苦
手
だ
」と
い
っ
て
も
、
案
外
上
手
に
で

き
る
人
も
い
ま
す
。
実
際
に
や
っ
て
み
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
て
い
ね
い
な

フ
ォ
ロ
ー
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

高
田　

弊
社
で
は「
会
社
は
全
員
で
協
力
す

る
体
制
が
大
事
な
の
で
、忙
し
い
チ
ー
ム
が

あ
れ
ば
応
援
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
」
と

説
明
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
担
当
よ
り
、少

し
む
ず
か
し
い
仕
事
の
応
援
を
く
り
返
す

う
ち
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

携
帯
端
末
の
分
解
作
業
担
当
か
ら
カ
フ
ェ

に
異
動
し
た
人
は
、当
初
慣
れ
な
い
仕
事
に

苦
心
し
て
い
ま
し
た
が
、明
る
い
性
格
を
活

か
し
て
、お
客
さ
ま
か
ら
の
人
気
No.
１
に
な

り
ま
し
た
。

内
田　

仕
事
を
任
せ
る
う
え
で
の
大
前
提

と
し
て
、「
こ
の
障
害
だ
か
ら
こ
れ
は
で
き

な
い
」と
決
め
つ
け
る
の
は
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

だ
れ
に
で
も
可
能
性
が
潜
ん
で
い
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
、
相
談
員
の
仕
事

で
し
ょ
う
。

内
田　

今
後
、
相
談
員
と
し
て
活
動
さ
れ
る

方
に
向
け
て
、
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
、
心

が
け
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

和
田　

相
談
員
の
資
格
認
定
講
習
な
ど
で

ベ
ー
ス
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
う
え
で
人
と
し
て
真
摯
に
向
き
合
っ
て
、

取
り
組
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
１
０
０
人
の
う
ち
99
人
が
聴
覚

障
害
者
で
、
残
る
１
人
が
健
常
者
の
世
界
で

は
、
手
話
と
い
う
共
通
言
語
を
理
解
し
な
い

健
常
者
は
、
障
害
者
と
み
な
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
何
を
も
っ
て
障
害
者
と
す
る
か
の
定

義
は
、存
在
し
な
い
の
で
す
。

　

障
害
を
障
害
と
と
ら
え
ず
、個
性
と
考
え

る
。
そ
の
個
性
を
生
か
す
も
殺
す
も
、
相
談

員
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

り
方
の
人
も
い
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
営
業
社
員
か
ら
「
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
で
契
約
が
取
れ
ま
し
た
」な

ど
、
他
部
署
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
は
、
全
員

に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

高
田　

ほ
め
過
ぎ
て
失
敗
し
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。
以
前
、「
す
ご
い
ね
、
う
ま
い
ね
」

と
障
害
の
あ
る
社
員
を
鼓
舞
す
る
こ
と
が

上
手
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
て
、
社
員
の
一
人
が

そ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
に
慣
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

彼
は
一
生
懸
命
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
異
動
に
な
る
と
、

次
の
リ
ー
ダ
ー
は
「
ほ
め
て
く
れ
な
い
」
と

落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

他
方
で
、
叱
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、

「
怒
ら
れ
た
」と
誤
解
し
て
、ど
ん
ど
ん
落
ち

込
ん
で
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

塩
原　

た
し
か
に
、
伝
え
方
し
だ
い
で
誤
解

を
生
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
ね
。「
私
自
身

は
上
司
で
は
な
く
相
談
員
で
あ
っ
て
、
社
員

の
み
な
さ
ん
が
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く

る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
」
と
伝
え
て
、
お

互
い
に
理
解
し
合
え
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
上
必
要
な
こ
と
で
も
、
現
場

で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
指
摘
を
し
た
と
き
に
は
、

私
に
も
一
報
を
も
ら
っ
て
、
必
要
な
場
合
は

相
談
員
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

和
田　

言
葉
は
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
何

気
な
い
言
葉
で
も
の
す
ご
く
落
ち
込
む
人
や
、

け
ん
か
腰
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

内
田　

受
け
止
め
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

か
ら
、
い
か
に
理
解
し
て
も
ら
う
か
、
工
夫

が
必
要
で
す
。
相
談
員
と
し
て
対
応
の
コ

ツ
を
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
ひ
と
言
で
は
い

い
尽
く
せ
ま
せ
ん
ね
。
基
本
的
に
は
一
人

ひ
と
り
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
本
人
に
問
い

か
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

内
田　

２
０
２
１（
令
和
３
）年
３
月
か
ら

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が
０
・
１
％
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
数
の
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
雇

用
の
質
も
問
わ
れ
ま
す
。
障
害
の
あ
る
社

員
の
強
み
や
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
、

障
害
の
あ
る
社
員
の
可
能
性
を

引
き
出
す

相
談
員
と
し
て
必
要
な
こ
と

進行役の中央障害者雇用情報センター　内田博之さん
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討
し
て
い
く
こ
と
が
、今
後
の
課
題
で
す
。

高
田　

社
内
で
の
情
報
共
有
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
社
外
の
専
門
家
や
経
験
豊
富
な
他

企
業
の
方
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と

が
、
今
後
の
課
題
で
す
。
相
談
員
同
士
で
話

せ
る
場
も
必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
、
迷
い
な

が
ら
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

和
田　

弊
社
で
は
職
場
適
応
援
助
者（
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
）養
成
研
修
の
見
学
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
養
成

研
修
を
担
当
し
、
他
企
業
の
方
と
話
す
こ
と

で
よ
い
刺
激
を
得
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
私
自
身
も
他
企
業
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
こ
で
の
取
組
み
姿
勢
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

内
田　

相
談
員
と
し
て
、
基
本
知
識
を
持
つ

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
す
べ
て
を

一
人
で
抱
え
込
む
の
は
む
ず
か
し
い
と
思
い

ま
す
。
何
か
あ
っ
た
と
き
に
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
の
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
外
部
の
方
と
の

つ
な
が
り
も
、
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
い
ろ
い
ろ
う
か
が
い
ま
し
た
が
、

今
日
の
座
談
会
は
い
か
が
で
し
た
か
。

高
田　

他
企
業
の
相
談
員
同
士
で
話
す
こ

と
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
機
会
で
し
た
。
自
分
自
身
の
疑
問
を
話

す
こ
と
が
で
き
、
情
報
交
換
で
き
る
場
は
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

和
田　

情
報
交
換
の
場
が
な
か
な
か
な
い

の
で
、
貴
重
で
し
た
。
ま
た
、
相
談
員
の
重

要
性
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

塩
原　

社
外
の
人
と
お
話
し
す
る
こ
と
自

体
が
稀
で
す
。
相
談
員
を
会
社
と
し
て
、
ど

う
機
能
さ
せ
て
い
く
か
を
悩
ん
で
い
た
の
で
、

今
日
う
か
が
っ
た
内
容
を
今
後
の
取
組
み

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
田　

み
な
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
相
談
員
の

重
要
性
が
本
当
に
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
相
談
員
と
し
て
活
動
さ
れ
る
方

に
は
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
む
ず
か
し
く
考
え
ず
、

障
害
の
あ
る
社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
に
、
同
じ
目
線
で
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

く
こ
と
が
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
着
任
当
初
、「
『障
害
が
あ
っ
て
か
わ

い
そ
う
だ
か
ら
』
で
は
な
く
、『と
も
に
働
く

社
員
、
仲
間
だ
か
ら
』
サ
ポ
ー
ト
す
る
気
持

ち
を
持
ち
続
け
て
」
と
い
う
上
司
か
ら
の
言

葉
を
、い
ま
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

塩
原　
「
障
害
は
個
性
」
と
い
う
言
葉
に
共

感
し
ま
す
。
相
談
員
に
は
、
障
害
特
性
や
個

性
に
つ
い
て
の
知
識
は
基
本
と
し
て
必
要

で
す
。
そ
し
て
、人
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
。

さ
ら
に
、
仕
事
を
行
う
環
境
な
ど
、
職
場
に

関
す
る
理
解
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
相
談
員
は
、
障
害
の
あ
る
社
員

が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
の
が
仕
事

で
あ
り
、
そ
れ
が
会
社
に
と
っ
て
も
大
切
な

取
組
み
だ
と
思
え
る
こ
と
が
、
相
談
員
と
し

て
の
活
動
に
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

高
田　

基
本
的
な
知
識
は
も
ち
ろ
ん
必
要

で
す
が
、
そ
こ
に
縛
ら
れ
ず
個
人
の
特
性
を

理
解
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
必
要
な
措
置
が
あ
れ
ば
、

支
援
者
に
つ
な
ぎ
、
支
援
者
と
一
緒
に
対
応

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

和
田　

弊
社
で
は
相
談
員
全
員
で
夕
礼
を

行
い
、
事
例
の
対
応
や
進
捗
状
況
を
報
告
し

ま
す
。私
自
身
が
迷
っ
て
い
る
事
例
も
、み
ん

な
の
意
見
を
参
考
に
、
対
応
を
確
認
で
き
る

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
情
報
は
ケ
ー
ス
記
録
と

し
て
デ
ー
タ
保
存
し
て
い
て
、
必
ず
読
む
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
業
務
中
の
態

度
に
課
題
の
あ
る
社
員
の
ケ
ー
ス
記
録
を

読
む
と
、
過
去
の
い
き
さ
つ
や
変
遷
な
ど
が

わ
か
り
、
い
ま
の
状
況
や
な
ぜ
そ
の
よ
う
な

態
度
を
と
る
の
か
な
ど
が
理
解
で
き
ま
す
。

そ
う
し
た
理
解
の
共
有
が
、
就
労
定
着
へ
の

指
針
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

塩
原　

弊
社
で
も
全
社
員
の
ケ
ー
ス
記
録

を
取
っ
て
い
て
、い
つ
、だ
れ
が
、ど
の
よ
う

に
対
応
し
、
ど
ん
な
反
応
が
あ
っ
た
か
を
追

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
員
の
情
報
共
有
の
た
め
、
週

１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
情
報
共
有
す
る
ま
で
に
時
間
的
な

ず
れ
が
生
じ
る
た
め
、
よ
り
よ
い
方
法
を
検

当機構ホームページで、
相談員の活躍事例や活動を紹介した
動画などお役立ち情報を掲載しています。
ぜひご参照ください。

https://www.jeed.go.jp/disability/
employer/employer04/jirei.html

社
内
外
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切
さ

大和ライフプラス株式会社　塩原麻里さん

JEED相談員　
活躍事例　お役立ち情報 検索
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J E E D   インフォメーション
～高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ～

働く広場  2021.2

事業主のみなさまへ

令和３年４月１日から同年５月17 日の間に令和３年度分の申告と申請をお願いします 。
前年度（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで）の雇用障害者数をもとに、
　○ 障害者雇用納付金の申告を行ってください。
　○ 障害者の法定雇用率を下回る場合は、障害者雇用納付金を納付する必要があります。
　○ 障害者の法定雇用率を上回る場合は、障害者雇用調整金の支給申請ができます。
          ＊令和３年３月１日より障害者の法定雇用率 は２.2％から2.3％へ引き上げになります。

【申告申請期間】

種別 申告申請の
対象となる期間

申告申請期間
・納付期限

障害者雇用納付金

令和 2年４月１日

令和 3年３月 31日

令和 3年４月１日

令和 3年５月 17日

障害者雇用調整金

在宅就業障害者
特例調整金

特例給付金

申告申請の事務説明会にご参加ください。
＊全国各地で２～３月に開催します。
＊参加費は無料です。
＊詳細は当機構ホームページをご確認ください。

（注１）  年度 （令和２年４月１日～令和３年３月31日）の中途で事業廃止した場合（吸収合併等含む）は、廃止した日から45日
以内に申告申請（障害者雇用納付金の場合は、申告額の納付）が必要です。

（注２） 障害者雇用調整金、在宅就業障害者特例調整金及び特例給付金は、 申請期限を過ぎた申請に対しては支給できませんので、
十分にお気をつけください。

（注３）常用雇用労働者が100名 以下の事業主が、特例給付金の申請を行う場合の申請期限は令和３年８月２日となります。

（注１、注２、注 3）

JEED　都道府県支部 検索

～ ～

＊ 詳しくは、最寄りの各都道府県支部 高齢・障害者業務課（東京・大阪は
高齢・障害者窓口サービス課）にお問い合わせください。

常用雇用労働者が100人以下の場合は障害者雇用納付金の申告義務はありませんが、雇用障
害者数が一定数を超えている場合は報奨金の支給申請をすることができます。
詳しくは最寄りの都道府県支部にお問い合わせください。

令和3年度
「障害者雇用納付金」申告および
「障害者雇用調整金」申請のお知らせ

～ 常用雇用労働者が　　　  を超えるすべての事業主は障害者雇用納付金の申告義務があります ～100100人人100人

https://www.jeed.go.jp/disability/levy_grant_system_briefi ng-reiwa3.html
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働く広場  2021.2
※ 1 きもち日記：https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/education/school/support/kimochinikki/
※２ アシストガイド：https://www.softbank.jp/mobile/service/assistguide/

　香川大学教育学部教授、香川大学学生支援センター 
バリアフリー支援室室長、香川大学教育学部附属坂

さかいで
出

小学校校長・附属幼稚園園長、言語聴覚士、公認心理師。
　特別支援学校での進路指導の経験があり、現場をよ
く知る実践的な研究者。富士通株式会社やソフトバン
ク株式会社と産学官の共同研究も行っている。

坂井 聡 さかい さとし

きもち日記  富士道 検索
アシストガイド ソフトバンク 検索21

て
、
現
場
で
使
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
人
た
ち

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
道
の
プ
ロ
で

あ
る
企
業
な
ど
と
共
同
で
、
試
作
品
を
完
成
品

に
し
て
い
く
。
こ
れ
が
、
私
の
研
究
の
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。
実
践
的
な
研
究
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

実
践
的
な
研
究
を
し
て
い
く
の
だ
か
ら
、
実

際
に
生
活
で
使
っ
て
も
ら
っ
た
感
想
や
意
見
は

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
机
上
で
い
く
ら
考

え
て
も
、
所
詮
自
分
の
頭
の
中
か
ら
抜
け
出
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
の
生
活
場
面
で
は
、

机
上
で
想
定
し
て
い
た
こ
と
以
上
に
ユ
ニ
ー
ク

な
使
わ
れ
方
が
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
場
に
足
を
運
ん
で
、

使
っ
て
い
る
人
の
意
見
を
聞
き
、
使
っ
て
い
る

人
の
使
い
方
を
観
察
し
、
使
っ
て
い
る
人
の
立

場
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。「
こ
の
よ
う

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
指
示
す
る
も
の
で
は

な
い
。
使
う
人
が
、
自
分
の
生
活
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
使
い
方

は
自
由
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
か
ら
、

次
な
る
ア
イ
デ
ア
を
生
む
た
め
の
情
報
を
得
る

の
で
あ
る
。
現
場
に
行
っ
て
、
一
緒
に
活
動
す

る
こ
と
で
得
ら
れ
た
も
の
か
ら
ア
イ
デ
ア
は
生

ま
れ
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
に
実
践
的
な
研
究
と
い
う
観
点
か

環
境
だ
っ
た
り
、
生
活
そ
の
も
の
の
環
境
だ
っ

た
り
す
る
。
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
れ
ら
の

研
究
の
領
域
は
、「
支
援
技
術
」
と
い
わ
れ
る

領
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
操

作
し
た
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
り
す
る
技
術

が
秀
で
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
な
の
で
あ
る
が
、

実
は
私
自
身
は
、
そ
の
道
の
専
門
家
で
は
な
い
。

私
自
身
は
、
も
っ
ぱ
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
、
利
用
す
る

人
た
ち
の
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
か
と
考
え
る
の
み
で
あ
る
。

　

私
の
ア
イ
デ
ア
は
、
大
学
の
教
育
学
部
の
技

術
領
域
の
教
員
に
よ
っ
て
試
作
品
と
な
る
。
私

は
そ
の
試
作
品
を
実
際
に
現
場
に
持
っ
て
い
き
、

使
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
意
見
を
ま
と
め
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
私
の
ア
イ
デ
ア
は
試
作
品
を
経

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
社

会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
新
し
い
環

境
を
ど
う
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
と
考
え
た
と

き
、
い
ま
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
の
鍵
と
な

る
の
は
、“
ア
イ
デ
ア
”
だ
と
思
う
。
元
禄
時
代

の
作
家
、
井い

原は
ら

西さ
い

鶴か
く

の
言
葉
と
い
わ
れ
て
い
る

「
金
が
な
け
れ
ば
知
恵
を
出
せ
。
知
恵
が
な
け
れ

ば
汗
を
出
せ
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の

言
葉
は
い
ま
で
も
通
じ
る
も
の
だ
と
感
じ
る
。

　

私
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
が
、

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
環
境
を

こ
れ
か
ら
大
き
く
変
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ら
考
え
て
み
る
と
、
冒
頭
で
述
べ
た
言
葉
は
、

私
の
場
合
は
「
知
恵
あ
る
と
き
は
知
恵
を
出
せ
、

知
恵
な
き
と
き
は
汗
を
流
せ
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
知
恵
が
あ
れ
ば

出
せ
ば
よ
い
の
だ
が
、
そ
の
知
恵
が
な
か
な
か

出
て
こ
な
い
。
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
た
め
の

知
恵
を
得
る
た
め
に
は
、
現
場
に
出
て
と
も
に

汗
を
流
し
、
ア
イ
デ
ア
の
種
を
探
す
と
い
う
こ

と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
企
業
な
ど
と
共
同
で
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
形
に
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
富
士
通

株
式
会
社
と
共
同
で
完
成
さ
せ
た
「
き
も
ち
日

記
」（
※
１
）
や
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
株
式

会
社
と
共
同
で
完
成
さ
せ
た
「
ア
シ
ス
ト
ガ
イ

ド
」（
※
２
）
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
現
場
に

足
を
運
ん
で
汗
を
流
し
て
得
ら
れ
た
も
の
を
ア

イ
デ
ア
に
し
、
企
業
と
組
ん
で
完
成
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
や
は
り
、
プ
ロ
が
完
成
さ
せ
る
と

中
身
も
外
見
も
違
う
。
私
た
ち
の
よ
う
な
実
践

的
研
究
者
で
は
つ
く
り
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
お
し
ゃ
れ
で

か
っ
こ
い
い
も
の
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
。
だ
か
ら
企
業
と
組
む
の
は
大
切
な
方
法
で

あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
「
知
恵
な
き
と
き
は
汗
を
流
せ
」

の
言
葉
を
実
行
し
、
現
場
で
得
ら
れ
た
情
報
か

ら
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
現

場
に
足
を
運
び
な
が
ら
、
知
恵
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
汗
を
流
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

＊
【最終回】

あなたは
どう思いますか？

現
場
に
足
を
運
ぶ

ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
た
め
に
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実
習
か
ら
雇
用
へ
の
流
れ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
自
立
支
援
協
議

会
主
導
の
も
と
、
障
害
者
雇
用
啓
発
の
た
め
の

就
職
準
備
フ
ェ
ア
を
７
年
連
続
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
行
政
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
相
談

支
援
事
業
所
な
ど
と
共
同
で
運
営
し
て
い
る
た

め
、
よ
り
よ
い
連
携
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
内
で
は
職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
）
支
援
の
活
用
実
績
が
、
県
庁
所
在
地

で
あ
る
松
山
市
に
次
い
で
多
い
圏
域
で
も
あ
る

の
で
す
が
、
訪
問
型
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
は
圏
域
内

に
２
人
し
か
お
ら
ず
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

と
の
ペ
ア
支
援
に
頼
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
し

か
し
、
就
労
移
行
支
援
と
就
労
定
着
支
援
を
行

う
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
２
カ
所
あ
り
、
就
労
定

着
支
援
事
業
の
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
。

中
村
淳
子（
以
下
、
中
村
）
当
セ
ン
タ
ー
は
沖

縄
本
島
北
部
に
位
置
し
て
お
り
、
担
当
圏
域
の

人
口
は
沖
縄
本
島
の
約
10
分
の
１
で
す
が
、
面

積
は
本
島
の
3
分
の
2
を
占
め
て
お
り
、
広
範

囲
に
お
よ
び
ま
す
。
各
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
人
口
が
多
く
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

顔
の
見
え
る
関
係
が
構
築
さ
れ
、
相
談
を
受
け

た
機
関
か
ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ナ
カ
ポ
ツ
へ
つ

な
げ
る
流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９（
令
和
元
）年
度
に
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
主
催
・
ナ
カ
ポ
ツ
共
催
で
、
企
業
を
対
象
と

し
た
特
別
支
援
学
校
へ
の
授
業
参
観
を
行
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
、
企
業
か
ら
特
別
支
援
学

校
に
、
実
習
生
の
受
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
の
問

合
せ
が
増
え
、
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
沖
縄
県
単
独
事
業

口
が
多
い
た
め
、
国
の
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
と
、
市
区
町
村
の
障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
な
が
ら
日
々
障
害
者
の

就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
い
つ
収
束
す
る
か
わ
か
ら
な
い
、

先
が
見
え
な
い
な
か
で
も
変
わ
ら
ず
、
障
害
者

の
就
労
支
援
ニ
ー
ズ
は
高
い
の
で
、
ま
ず
は
自

分
た
ち
が
感
染
し
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
知
的
障
害

の
あ
る
方
々
は
現
場
で
の
仕
事
が
多
い
た
め
、

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
お
よ
ば
な
い
方
が
取
り
残

さ
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

萬
行
裕
紀
（
以
下
、
萬
行
）
広
島
市
東
部
を
中

心
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
母
体
の

「
社
会
福
祉
法
人
つ
つ
じ
」
で
は
、
お
も
に
発

達
障
害
の
あ
る
方
の
、
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま

で
の
生
活
支
援
や
就
労
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
建
物
に
、
発
達
障

害
の
あ
る
方
へ
の
支
援
に
特
化
し
た
就
労
移
行

支
援
事
業
所
も
併
設
し
て
い
ま
す
。
広
島
市
障

害
者
就
労
支
援
事
業
を
利
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
場
体
験
実
習
先
を
確
保
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。

井
原
佳
代
（
以
下
、
井
原
）
担
当
圏
域
は
愛
媛

県
四
国
中
央
市
の
１
市
１
圏
域
で
す
。
そ
の
た

め
、
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
１
カ
所
で
、
行
政

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
顔
の
見
え
る
関

係
が
構
築
し
や
す
い
で
す
。

　

市
単
独
事
業
の
実
習
支
援
制
度
が
あ
り
、

そ
の
運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
圏
域

で
の
就
労
支
援
は
、
そ
の
制
度
を
活
用
し
た
、

　

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
で
計
画
相
談
に
た

ず
さ
わ
っ
て
い
る
と
、
緊
急
事
態
宣
言
以
降
の

コ
ロ
ナ
禍
で
、
障
害
者
雇
用
の
現
場
も
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
肌
で
感
じ
ら
れ

る
。
本
稿
取
材
時
に
は
感
染
拡
大
の
第
3
波
が

全
国
各
地
に
広
が
り
を
見
せ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
地
域
ご
と
の
障
害
者
就
労
現
場
を
把
握
し

て
い
る「
障
害
者
就
業・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
、
「
ナ
カ
ポ
ツ
」
）
（
24
ペ
ー
ジ
図
１
参
照
）

の
方
々
に
、
現
状
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
状
況
下
で

の
各
地
の
工
夫
を
お
聞
き
す
る
目
的
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

座
談
会
を
企
画
し
た
。

武
田　

ま
ず
、
み
な
さ
ま
の
事
業
所
の
概
要
と

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

木
村
美
和
（
以
下
、
木
村
）　

福
島
県
郡こ

お
り

山や
ま

市

を
中
心
に
、
広
範
囲
の
県
中
地
域
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
私
が
ナ
カ
ポ
ツ
以
外
の
支
援
事
業
所

の
管
理
者
も
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン

タ
ー
で
支
援
し
て
い
る
人
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
な
ど
の
際
は
、
事
業
所
間
で
ス
ム
ー

ズ
な
引
き
継
ぎ
が
可
能
で
す
。ま
た
、
圏
域
内
の

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
て
い
る
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

堀
江
美
里
（
以
下
、
堀
江
）　

東
京
都
千
代
田

区
を
中
心
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
は
人

は
じ
め
に

Ｗ
Ｅ
Ｂ
座
談
会
参
加
者
の

地
域
の
状
況

■座談会　
県中地域障害者就業・生活支援センター ふっとわーく

センター長 木
き

村
むら

美
み

和
わ

さん（福島県）
WEL’S TOKYO 就業・生活支援センター 

センター長 堀
ほり

江
え

美
み

里
さと

さん（東京都）
広島東障害者就業・生活支援センター　

就業支援ワーカー 萬
まん

行
ぎょう

裕
ひろ

紀
き

さん（広島県）
障害者就業・生活支援センター ジョブあしすとUMA

理事長・第三事業部長 井
い

原
はら

佳
か

代
よ

さん（愛媛県）
障がい者就業・生活支援センター ティーダ＆チムチム

センター長 中
なか

村
むら

淳
じゅん

子
こ

さん（沖縄県）

各地の障害者就業・生活支援センター
から見た、コロナ禍の障害者雇用
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で
あ
る
「
障
害
者
等
雇
用
開
拓
・
定
着
支
援
事

業
」
で
障
害
者
雇
用
開
拓
・
定
着
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
１
人
配
置
さ
れ
て
お
り
、
企
業
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
訪
問
し
、
事
業
主
と
障

害
の
あ
る
方
双
方
に
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
開
所
か
ら
19
年
が
経
ち
ま

し
た
。
就
労
支
援
の
プ
ロ
セ
ス
を
基
本
に
支
援

を
行
う
よ
う
心
が
け
て
お
り
、
地
域
の
障
害
の

あ
る
方
が
、
地
域
の
一
員
と
し
て
生
活
設
計
で

き
る
よ
う
に
橋
渡
し
が
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
在
職
者
経
験
交
流
会
で

は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
防
止
、

お
金
の
使
い
方
な
ど
の
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
の
保
護
者
向
け
の

講
話
も
行
い
、
保
護
者
の
協
力
が
と
て
も
重
要

で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

武
田　

相
談
支
援
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
も
、
昨

年
４
月
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
後
、
就
労
し

て
い
る
方
に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

在
宅
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
も
給
与
が
全
額
保
証

さ
れ
る
人
、
そ
う
で
は
な
い
人
、
４
月
以
降
通

勤
抑
制
で
週
１
日
出
勤
と
な
り
、
仕
事
が
な
い

ま
ま
の
在
宅
ワ
ー
ク
と
い
う
方
も
い
ま
す
し
、

体
調
を
崩
さ
れ
る
方
も
出
て
い
ま
す
。
業
種
に

よ
っ
て
も
対
応
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
印
象

を
受
け
ま
す
。
各
地
の
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

中
村　

担
当
圏
域
の
沖
縄
県
北
部
に
は
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
が
多
く
、
宿
泊
業
や
観
光
産
業
を
中

心
に
、
登
録
者
36
人
が
自
宅
待
機
や
隔
日
勤

務
、
時
短
勤
務
、
在
宅
ワ
ー
ク
と
な
り
、
1
人

が
解
雇
と
な
り
ま
し
た
。
介
護
事
業
所
で
は
、

実
習
生
の
受
入
れ
が
延
期
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
例
年
４
月
は
特
別
支
援
学
校
卒
業
生

な
ど
に
対
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
調
整
を
し

て
就
職
先
へ
の
訪
問
活
動
を
行
う
時
期
な
の
で

す
が
、
２
０
２
０
年
は
訪
問
で
き
ず
、
本
人
へ

の
聞
き
取
り
は
電
話
や
職
場
の
外
で
行
い
、
企

業
へ
の
聞
き
取
り
は
電
話
で
行
っ
た
た
め
、
３

者
で
仕
事
の
状
況
を
す
ぐ
に
共
有
す
る
こ
と
は

む
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
休
業
中
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
事
業
主

へ
の
雇
用
調
整
助
成
金
に
よ
る
休
業
手
当
や
休

業
支
援
金
の
受
給
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
な

か
に
は
支
給
が
な
く
生
活
維
持
が
厳
し
い
方
も

お
り
、
転
職
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
企
業
側
も

雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に
努
力
し
て
も
ら
っ
て

は
い
ま
す
が
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
ど
う
な
る

か
、
先
が
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

井
原　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
様
式
の
変
化
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
や
、
職
場
の
生
産
調
整
に
よ
り
休

み
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
な
不
安
に
つ

い
て
の
相
談
が
増
え
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
事
業
所
が
休

業
と
な
り
、
４
月
に
予
定
し
て
い
た
実
習
が
２

カ
月
延
期
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
実

習
を
経
て
企
業
が
雇
用
を
検
討
中
だ
っ
た
ケ
ー

ス
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
い
っ
た
ん
そ
れ
が
見

緊
急
事
態
宣
言
後
の

雇
用
状
況
へ
の
影
響

直
し
に
な
り
、
結
果
的
に
就
職
に
は
つ
な
が
っ

た
の
で
す
が
、
予
定
よ
り
入
社
時
期
が
遅
れ
ま

し
た
。

　

年
間
の
実
習
件
数
も
計
画
数
は
見
込
め
る
も

の
の
、
就
職
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ず
れ
こ
む
可
能
性

が
あ
り
、
就
職
件
数
は
不
確
定
の
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
求
人
か
ら
の
就
職
の
流
れ
が
後

退
し
て
お
り
、
見
学
〜
実
習
〜
就
職
と
い
う
手

順
を
ふ
ん
で
い
る
間
に
、
一
般
の
求
職
者
が
採

用
さ
れ
、
雇
用
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

担
当
圏
域
の
業
種
は
紙
加
工
業
関
連
業
種
が

多
く
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
学
校
教
育
関
係

の
紙
製
品
は
休
校
で
需
要
が
下
が
り
、
新
規
の

雇
入
れ
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
、

衛
生
用
品
を
取
り
扱
う
企
業
で
は
需
要
の
高
ま

り
に
生
産
が
追
い
つ
か
ず
、「
す
ぐ
に
戦
力
に
な

る
方
が
ほ
し
い
」
と
の
理
由
で
、
障
害
者
雇
用
に

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
の
も
現
実
で
す
。

堀
江　

東
京
都
内
で
は
雇
用
率
を
牽け

ん

引い
ん

し
て
き

た
企
業
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
が
少
な

く
な
る
な
か
で
、
ど
う
仕
事
を
切
り
出
す
か
を

検
討
し
つ
つ
、
従
業
員
の
７
割
を
在
宅
勤
務
に

し
た
も
の
の
、
９
月
以
降
か
ら
仕
事
そ
の
も
の

が
な
く
な
り
、
次
年
度
の
雇
用
契
約
が
む
ず
か

し
い
と
い
う
話
も
出
て
い
ま
す
。
有
期
契
約
の

方
が
多
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
雇
用
契
約
が
な
く

な
る
こ
と
が
心
配
で
す
。

　

一
方
で
、
病
院
や
物
流
に
勤
め
る
方
は
む
し

ろ
忙
し
く
な
り
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
出
勤
し

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
市
中
感
染

が
広
が
る
と
、
親
御
さ
ん
た
ち
は
「
感
染
す
る

障害者就業・
生活支援センター

＊都道府県知事が指定
する一般社団法人もし
くは一般財団法人、社
会福祉法人、ＮＰＯ法
人など

おもな業務内容
　就業およびそれにともなう日常生活上の支援を必要
とする障害者に対し、窓口での相談や職場・家庭訪問な
どを実施。
◇　就業面での支援
　就職に向けた準備支援（職業準備訓練、職場実習の
あっせん）、就職活動の支援、職場定着に向けた支援、
障害者それぞれの特性をふまえた雇用管理についての
事業主に対する助言、関係機関との連絡調整
◇　生活面での支援
　生活習慣の形成、健康管理、金銭管理などの日常生
活の自己管理に関する助言、住居、年金、余暇活動な
どの地域生活、生活設計に関する助言、関係機関との
連絡調整

障害者就業・生活支援センター 対象エリア 登録者数

ふっとわーく（福島県） 12市町村 547人

広島東（広島県） 広島市3区と
4町 273人

ジョブあしすとUMA
（愛媛県） 1市 446人

ティーダ＆チムチム
（沖縄県） 12市町村 572人

図２　各障害者就業・生活支援センターの支援規模
図1　障害者就業・生活支援センターとは

※  WEL’Ｓ TOKYOのある東京都は人口が多いほか、市区町村の就労
支援センターもあり、同列にできないため除外（出典：筆者作成）
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さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
感
染
予
防
対
策
も

含
め
た
新
た
な
生
活
様
式
な
ら
ぬ
、
新
た
な
就

労
支
援
様
式
を
目
ざ
し
て
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

堀
江　

企
業
に
も
障
害
者
に
も
感
染
予
防
の

重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
注
意
喚
起
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
セ
ン

タ
ー
の
支
援
員
も
法
人
指
定
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を

着
用
す
る
な
ど
、
み
ん
な
で
感
染
予
防
に
意
識

を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
を
実
施
し
ま
し
た
。

木
村　

予
防
対
策
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
感

染
予
防
意
識
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
、

直
接
お
伝
え
し
た
方
が
よ
り
よ
い
効
果
が
あ
り

ま
す
。
密
を
避
け
る
た
め
に
大
勢
で
集
ま
っ
て

は
い
け
な
い
の
で
、
少
人
数
ず
つ
集
ま
っ
て
も

ら
い
、
手
洗
い
指
導
や
免
疫
低
下
防
止
指
導
な

ど
、
看
護
師
の
協
力
も
得
て
勉
強
会
を
開
き
ま

し
た
。

井
原　

３
月
か
ら
６
月
ま
で
の
間
は
、
全
国
的

な
感
染
拡
大
か
ら
本
人
と
の
対
面
に
よ
る
面
談

は
む
ず
か
し
く
な
り
、
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン

ト
や
課
題
の
早
期
発
見
が
で
き
な
く
な
る
リ
ス

ク
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
圏
域
で
は
感
染
者
が

出
て
い
な
か
っ
た
た
め
緊
急
性
の
高
い
場
合
は

面
談
を
継
続
し
ま
し
た
が
、
非
常
時
へ
の
備
え

も
意
識
し
て
、
で
き
る
だ
け
電
話
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
活
用
し
た
面
談
や
、
メ
ー
ル
で
の
状
況
確
認

に
支
援
方
法
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
対
面
で
あ
れ
ば
相
手
の
理
解
具
合

い
（
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
が
手
に
取

る
よ
う
に
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
が
、
画
面
越
し

じ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
３
月
に
特
別
支
援
学
校
を
卒

業
し
て
就
職
し
た
方
か
ら
は
、
不
規
則
な
出
勤

や
、
業
務
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
で
「
不

安
を
感
じ
る
」
、
「
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
づ
ら

い
」
と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月

〜
６
月
の
繁
忙
期
が
後
ろ
（
７
月
〜
９
月
）
に

ず
れ
た
こ
と
で
業
務
量
が
急
激
に
変
化
し
、
暑

さ
も
相
ま
っ
て
心
身
と
も
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
方
も
い
て
、
職
場
訪
問
や
来
所
面
談
で
お
話

を
う
か
が
い
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
方
法
な
ど
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
、
ホ
テ
ル
の
調
理

業
務
に
内
定
さ
れ
た
方
は
、
就
職
日
が
４
月
１

日
か
ら
12
月
1
日
に
ず
れ
た
こ
と
で
、
先
の
見

え
な
い
状
況
に
精
神
面
が
不
調
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、
面
談
を
重
ね
、
精
神
面
の
ケ
ア

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

木
村　

福
島
圏
内
で
の
こ
れ
ま
で
の
影
響
は
、

職
場
実
習
が
前
年
と
同
じ
時
期
で
17
件
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
、
広
告
代
理
店
・
ホ
テ
ル
・
飲
食
業
・

カ
ラ
オ
ケ
店
・
航
空
業
で
は
、
減
収
や
出
勤
調

整
が
い
ま
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
が
休
み
の
日
に
体
調
管
理
や
メ
ン

タ
ル
面
の
調
整
を
し
て
い
た
デ
イ
ケ
ア
が
、
３
密

を
避
け
る
た
め
に
人
数
を
制
限
し
て
使
え
な
い

状
況
が
あ
り
、
不
安
定
に
な
る
対
象
者
が
出
て

し
ま
う
事
態
も
起
こ
り
ま
し
た
。

武
田　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
実
習
の
よ
う
な
新
た
な
試
み
も

の
で
は
な
い
か
」
と
通
勤
を
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
知
的
障
害
の
あ
る
方
の
な
か
に
は
フ
ェ
イ

ス
ト
ゥ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
な
い
と
意
思
疎
通
が
む

ず
か
し
く
、
在
宅
ワ
ー
ク
で
は
う
ま
く
い
か
な

い
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
実
習
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

わ
れ
わ
れ
が
支
援
し
て
い
る
方
の
な
か
に
は
、

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
く
な
い
方
々
が
多
い
の

で
、
求
人
や
実
習
依
頼
が
あ
っ
て
も
要
請
に
応

え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

萬
行　

２
０
２
０
年
３
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
勤
務
日
数
が
減
少
し

た
と
の
相
談
が
少
し
ず
つ
入
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
４
月
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ

て
い
る
在
職
中
の
方
の
約
26
％
が
、
勤
務
日
数

減
や
休
職
、
自
宅
待
機
に
な
る
な
ど
の
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
業
務
内
容
の
変
更

な
ど
に
よ
り
、
精
神
的
に
き
つ
く
な
り
休
職
に

至
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。
５
月
に
入
り
、
自
宅

待
機
の
方
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
勤
務
日

数
減
の
方
は
継
続
し
て
日
数
が
減
少
し
た
ま

ま
、
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
が
、
６
月
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
通
常
勤
務
に
戻
り
ま
し

た
。

　

圏
域
内
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
本
社
が
あ
る

の
で
、
自
動
車
関
連
の
製
造
業
が
多
い
の
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
自
動
車
メ
ー
カ
ー

本
社
で
の
製
造
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
た

め
、
そ
れ
に
関
連
す
る
中
小
企
業
も
製
造
が
ス

ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
４
月
〜
６
月

は
受
注
が
減
っ
て
生
産
量
も
減
少
し
た
こ
と

で
、
勤
務
が
不
安
定
に
な
っ
た
方
が
多
い
と
感

緊
急
事
態
宣
言
後
の

各
ナ
カ
ポ
ツ
の
支
援
方
法
の
変
化

インターネットを利用したWEB会議システムで、お話をうかがった県中地域障害者就業・生活支援センター
ふっとわーくセンター長　木村美和さん

 WEL’Ｓ TOKYO 就業・生活支援センター
センター長　堀江美里さん
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武
田　

今
後
、
障
害
者
雇
用
を
進
め
る
う
え

で
、
ど
ん
な
工
夫
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

堀
江　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
活
用
し
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
企
業
の
障
害
者
雇
用
に
た
ず
さ
わ
る
社
員

の
人
た
ち
と
や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
障
害
の
あ
る
社
員
が
コ
ロ
ナ
禍
で
メ
ン

タ
ル
疾
患
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
を
、
経
営
陣
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思

い
ま
す
。
す
ぐ
に
は
障
害
者
雇
用
に
つ
な
が
ら

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
健
康
経
営
と
し
て

聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
障
害
者
雇

用
に
つ
な
が
り
ま
す
。
企
業
で
障
害
者
雇
用
の

組
織
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
は
有

効
で
す
。

中
村　

コ
ロ
ナ
禍
で
障
害
者
雇
用
を
進
め
る
た

め
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
企
業
や
関
係
機
関
な

ど
向
け
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ニ
説
明
会
＆
面
接

会
」
を
開
催
し
、
好
評
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
新
た
な
支
援
方
法
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
な
ど
、
よ
り
よ
い
支
援
に
つ
な
が
る
よ

う
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
村　

自
粛
期
間
中
は
い
ま
ま
で
の
支
援
の

総
点
検
と
し
て
、
地
域
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、
研
修
シ
ス
テ
ム
や
勉
強
会
の
内
容
は

こ
れ
で
よ
い
の
か
な
ど
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
ま

し
た
。
福
島
県
は
広
域
的
な
の
で
、
移
動
頻
度

が
か
ぎ
ら
れ
ま
す
が
、
移
動
制
限
が
か
か
ら
な

い
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
タ
イ
ム

　

こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
生
活
様

式
に
絡
め
て
、
就
労
支
援
機
関
同
士
が
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

ナ
カ
ポ
ツ
が
地
域
で
支
援
す
る
な
か
で
、
よ
り

よ
い
事
業
所
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
な
か

で
就
労
定
着
支
援
事
業
所
を
利
用
し
、
働
い
て

い
る
ご
本
人
の
支
援
者
が
代
わ
っ
て
も
安
心
し

て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
「
３
年
半
経
っ
た
ら
就
労

定
着
支
援
が
終
わ
り
ま
す
」
で
は
な
く
、
ナ
カ

ポ
ツ
と
重
な
る
感
じ
で
、
終
了
の
半
年
く
ら
い

前
か
ら
就
労
定
着
支
援
事
業
所
と
一
緒
に
数
回

顔
合
わ
せ
に
行
っ
て
、
支
援
方
法
や
職
場
環
境

な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、
本
人
と
企
業
が
相
談

し
や
す
い
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
ケ
ー
ス
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
い

ま
で
は
連
携
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
支
援
体

制
づ
く
り
が
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

木
村　

就
労
移
行
支
援
事
業
の
強
み
は
、
２
年

間
じ
っ
く
り
支
援
で
き
る
こ
と
で
す
。
就
労
定

着
支
援
は
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
が
継
続
し

て
生
活
面
の
支
援
に
か
か
わ
る
姿
が
い
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
企
業
訪
問
の
際
は
当
セ
ン
タ
ー

が
同
行
し
た
り
、
計
画
担
当
者
も
一
緒
に
行
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
企
業

で
の
就
労
定
着
支
援
を
引
き
継
ぐ
前
か
ら
、
定

例
で
月
一
回
、
企
業
と
支
援
方
針
を
協
議
し
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
３
年
半
後
に
就

労
定
着
支
援
が
終
了
し
て
も
、
ス
ム
ー
ズ
に
当

セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

だ
と
情
報
量
が
か
な
り
落
ち
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
顔
が
一
瞬
く
も
っ
た
感
じ
、

手
の
動
き
、入
室
し
た
と
き
の
動
き
、姿
勢
、
態

度
、
目
の
動
き
な
ど
、
そ
う
し
た
情
報
が
得
に

く
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、
電
波
状

況
で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
、
こ
ち
ら
側
か
ら
伝

え
た
こ
と
と
相
手
側
の
反
応
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
わ
な
く
て
、
様
子
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
え
る
人
が
少
な
い
と
い
う
課
題

や
、
自
宅
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
環
境
が
な
い
、
自

分
の
個
室
で
も
家
族
が
気
に
な
っ
て
で
き
な
い

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
「
傍
受
さ
れ
て
い
る
の

で
は
」と
い
っ
た
被
害
妄
想
を
抱
き
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
信
用
し
て
い
な
い
方
も

い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
の
む
ず
か
し
さ
に
つ

い
て
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
在
宅
ワ
ー
ク
に
な
っ
た
方
に
対
し
て

は
、
ほ
か
の
支
援
機
関
に
定
着
支
援
の
面
談
を

増
や
す
よ
う
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

武
田　

本
誌
を
読
ん
で
く
れ
て
い
る
就
労
支
援

に
か
か
わ
る
方
た
ち
が
、
新
し
い
生
活
様
式
の
一

つ
と
し
て
、
就
労
定
着
支
援
が
在
宅
ワ
ー
ク
を

よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
ん
だ
、
と
い
う
使
命

感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

萬
行　

担
当
地
域
に
就
労
定
着
支
援
事
業
所
が

約
20
あ
り
ま
す
。
事
業
所
に
よ
っ
て
支
援
方
法

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
「
支
援
計
画
書
」
や

「
業
務
内
容
ふ
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
活
用
す
る

な
ど
、
手
厚
く
支
援
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
れ

ば
、
そ
れ
と
は
逆
の
事
業
所
が
あ
る
の
も
事
実

で
す
。

今
後
の
障
害
者
雇
用
推
進
の
工
夫

広島東障害者就業・生活支援センター
就業支援ワーカー　萬行裕紀さん

就労移行支援
　障害者総合支援法に定められた障害福祉サービスのひとつで、企業
などへの就労を希望する人に対し、働くために必要な知識・能力向上、
実習、職場探しなどを行う。利用期間は原則24カ月（2年）間。

就労定着支援

　2018 年４月から開始された改正障害者総合支援法に基づく障害福
祉サービスのひとつ。一般就労をしている障害のある人が長く職場に
定着できるよう、生活面・就業面でさまざまなサポートを行う。利用
期間は就職して6カ月後から最長36カ月（3年）間（※）。その後は、障
害者職業・生活支援センター（ナカポツ）などが支援を引き継ぐ。
※ 就職後６カ月間は、就労移行支援事業所などのそれまで利用した事業所による職場
定着支援が行われる

図3　就労移行支援と就労定着支援

働く広場  2021.2 26



さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
共
通
し
て
見
え
て

き
た
の
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
導
入
の
試
み
で
あ
っ
た
。
私

自
身
の
こ
と
で
も
あ
る
が
、
福
祉
事
業
者
は
現

場
で
利
用
者
に
向
き
合
う
こ
と
を
是
と
し
て
お

り
、
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
心
が
薄
い
。
し
か

し
、
緊
急
事
態
宣
言
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用

者
の
不
利
益
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
否
が
応
で
も
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
ざ

る
を
得
な
い
局
面
と
な
っ
た
が
、
な
に
ぶ
ん
に

も
十
分
な
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
て
い
な

か
っ
た
。
右
往
左
往
し
て
い
る
と
き
、
事
業
継

続
緊
急
対
策
（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
助
成
金
で
整
備

で
き
た
こ
と
、
仲
間
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
方
法

を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、
一
歩
前
に
ふ
み

出
す
の
に
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

　

新
し
い
生
活
様
式
で
の
就
労
支
援
は
ハ
ー

ド
面
と
ソ
フ
ト
面
、
双
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
い

と
、
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
の
と
き
に
、
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
ナ
カ
ポ
ツ
同
士
で
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両

面
の
助
け
合
い
を
し
、
近
隣
の
企
業
や
就
労
移

行
支
援
事
業
者
等
と
の
新
た
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
就
労
支
援
環
境
が

整
い
、
地
域
の
み
な
ら
ず
日
本
国
中
と
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
講
師
を
全
国
か
ら

依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

感
染
拡
大
の
第
３
波
が
猛
威
を
振
る
う
な
か

で
、
巷
で
は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
っ
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
た
い
へ
ん
な
状
況
で
も
、
障
害

者
雇
用
を
進
め
る
た
め
の
新
た
な
様
式
を
模
索

さ
れ
て
い
る
５
カ
所
の
ナ
カ
ポ
ツ
の
取
組
み
が
、

少
し
で
も
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

く
な
り
、
学
ぶ
場
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
県
内
６
セ
ン
タ
ー
が
合
同
で
３
カ
年

計
画
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
え
ひ
め
障
が

い
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
セ
ン
タ
ー
と
、
県
外

の
講
師
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
交
通
費

な
ど
も
か
か
る
こ
と
な
く
、
２
年
目
の
研
修
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

武
田　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
障
害
者
雇
用
を
推
し
進

め
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
奮
闘

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
の
お
話
は
、本
誌
を
読
ん

で
く
だ
さ
る
読
者
に
も
役
立
つ
情
報
と
し
て
お

伝
え
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
を
祈

念
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
通
所
系
就
労
移
行
支
援
事
業

所
も
企
業
も
在
宅
ワ
ー
ク
が
多
く
な
っ
た
。
就

労
さ
れ
て
い
る
方
の
一
部
で
は
い
ま
だ
に
在
宅

ワ
ー
ク
と
称
し
て
出
勤
要
請
が
な
い
方
も
い
る

な
か
、
全
国
の
障
害
者
雇
用
へ
の
影
響
と
、
そ

れ
を
支
え
る
ナ
カ
ポ
ツ
の
取
組
み
が
気
が
か
り

だ
っ
た
。
私
も
以
前
、
ナ
カ
ポ
ツ
に
か
か
わ
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
仕
事
や
研
修
な
ど
で
ご
一

緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
と
久
し
ぶ
り
に
お

話
し
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
起
こ
る
現

状
に
向
き
合
い
な
が
ら
課
題
解
決
を
試
み
ら
れ

て
い
る
様
子
を
お
聞
き
で
き
た
。

　

座
談
会
で
は
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
新
し

い
生
活
様
式
・
新
し
い
就
労
支
援
様
式
を
工
夫

リ
ー
に
顔
を
見
る
や
り
取
り
が
可
能
に
な
っ
た

り
、
移
動
が
な
い
の
で
現
場
の
職
員
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

研
修
に
参
加
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
新
た
な
発

見
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

萬
行　

み
な
さ
ま
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
機
器
の
活
用
事
例
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式
で
何

が
正
解
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
当
セ
ン

タ
ー
で
も
新
た
な
支
援
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

井
原　

先
ほ
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
の
む
ず
か

し
さ
に
つ
い
て
実
感
し
た
と
話
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
様
式
は
そ
の
方
向
性
に
向
か
う

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
在
職
者
交

流
事
業
の
一
環
で
、
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
使
い
方
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
最

初
、
抵
抗
を
示
し
た
人
も
意
外
と
使
え
そ
う
だ

と
い
う
実
感
を
も
っ
て
も
ら
え
、
実
際
に
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
面
談
に
つ
な
が
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
利
用
の
研
修
し
か
り
、
感
染
予
防
対

策
し
か
り
で
す
が
、
障
害
の
あ
る
方
に
は
、
新
し

い
生
活
様
式
を
す
ぐ
に
理
解
す
る
こ
と
が
む
ず

か
し
い
方
も
相
当
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
噛
み

砕
い
て
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
在

宅
ワ
ー
ク
の
過
ご
し
方
、
会
社
に
行
け
な
い
と
き

の
過
ご
し
方
を
、
職
場
と
連
携
を
取
っ
た
り
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
就
労
定
着
支
援
事
業
所
と
連
携

し
て
、「
わ
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
で
は
な
く
、

余
暇
の
情
報
な
ど
を
連
携
し
て
情
報
共
有
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
わ
れ
わ
れ
職
員
も
出
張
研
修
が
な

お
わ
り
に
（
座
談
会
を
終
え
て
）

障害者就業・生活支援センタージョブあしすとUMA
理事長・第三事業部長　井原佳代さん

障がい者就業・生活支援センターティーダ＆チムチム
センター長　中村淳子さん
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障
害
者
の
多
機
能
型
事
業
所
な
ど
を
展
開
す
る
「
株

式
会
社
ベ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
Ｉイ

ツ

モ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
」（
千
葉
市
）

が
運
営
す
る
、
最
重
度
知
的
障
害
者
向
け
の
生
活
介
護

事
業
所
「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
」
は
、
利
用
者
の
就
労
の
場

と
し
て
、
缶
詰
や
飲
み
物
を
提
供
す
る
「
缶
詰
カ
フ
ェ
」

（
千
葉
市
）
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
利
用
者
は
、
缶
詰
を
温

め
提
供
す
る
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
で
の
洗
い
物
な
ど
を
担

当
す
る
。

　

缶
詰
専
門
店
と
し
て
全
国
展
開
す
る
「m

ミ
ス
タ
ー
カ
ン
ソ

r.kanso

」

の
協
力
の
も
と
、
一
般
店
舗
で
は
見
か
け
に
く
い
八
宝

菜
や
お
好
み
焼
き
な
ど
、
約
２
０
０
種
類
の
缶
詰
を
揃

え
る
。
災
害
時
に
は
40
人
ほ
ど
を
収
容
で
き
る
避
難
所

に
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
カ
フ
ェ
の
缶
詰
を
配
る
ほ
か
、

井
戸
水
や
発
電
機
、
布
団
、
非
常
食
３
０
０
食
も
用
意
。

営
業
時
間
は
11
時
〜
17
時
（
月
〜
金
）。

http://itsum
o-f.jp/

電
話
：
０
４
３
―
３
１
０
―
７
９
７
０

　

障
害
者
の
多
機
能
型
事
業
所
「
一
般
社
団
法
人

D

デ

ザ

イ

ナ

ー

ズ

E
SIG
N
E
R
S
C

カ

ン

パ

ニ

ー

O
M
PA
N
Y
Y

ユ

ー

ツ

ー

.H
2020

」（
別
府

市
）
は
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
「
株
式
会
社
コ
ン
ト
」（
大
分

市
）
と
と
も
に
、
障
害
者
ア
ー
ト
を
展
開
す
る
ブ
ラ
ン

ド
「
ｎな

ん

か

ａ
Ｎ
ｋ
ａ
」
を
立
ち
上
げ
た
。
企
業
や
団
体
と

協
働
し
な
が
ら
、
グ
ッ
ズ
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

に
取
り
組
む
。

　

こ
の
ほ
ど
第
１
弾
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
製
マ
ス

ク
ケ
ー
ス
を
製
作
。
地
元
の
観
光
業
者
が
客
に
提
供
で

き
る
よ
う
、
別
府
タ
ワ
ー
や
別
府
湾
、
湯
煙
な
ど
を
テ
ー

マ
に
障
害
者
が
手
が
け
た
絵
や
オ
ブ
ジ
ェ
を
デ
ザ
イ
ン

化
し
た
。
抗
菌
加
工
の
紙
を
使
っ
た
４
種
類
（
二
つ
折
・

　

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
優
良
な
中
小
事

業
主
へ
の
認
定
制
度
（
以
下
、「
も
に
す
認
定
制
度
」）

に
つ
い
て
、
３
社
を
初
め
て
認
定
し
た
。
今
回
認
定
さ

れ
た
の
は
、
特
例
子
会
社
の
「
株
式
会
社
O
K
B
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
」（
岐
阜
県
大
垣
市
）
と
「
は
ー
と
ふ
る
川か
わ

内う
ち

株
式
会
社
」（
徳
島
県
板
野
郡
）、
そ
し
て
「
有
限
会
社

利り

通つ
う

」（
福
島
県
会
津
若
松
市
）。

　

認
定
さ
れ
る
と
、
自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
広
告

な
ど
に
「
認
定
マ
ー
ク
」
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
低
利
融
資
対
象
と
な
る
ほ
か
、

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
る
。
認
定
を
希

望
す
る
事
業
主
は
、
必
要
書
類
を
都
道
府
県
労
働
局
ま

た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
を
。
必
要
書
類
は
厚
労
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　

映
像
・
音
楽
ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
の
「
株
式
会
社
ポ

ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
」（
港
区
）
は
、
視
覚
障
害
者
や

学
習
障
害
者
に
向
け
た
新
し
い
読
書
支
援
サ
ー
ビ
ス

「Y

ユ
ア
ア
イ
ズ

ourEyes

」
を
発
表
し
た
。

　
「Y
ourEyes

」
は
、
本
の
ペ
ー
ジ
を
読
み
取
る
Ｏ
Ｃ

Ｒ
（
光
学
文
字
認
識
）
技
術
と
、
読
み
取
っ
た
文
章
を

読
み
上
げ
る
Ｔ
Ｔ
Ｓ
（
テ
キ
ス
ト
読
み
上
げ
）
技
術
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
本
の
書
面
を
撮
影
す
る
こ
と
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
そ
の
書
面
に
書
か
れ
た
内
容
を
読

み
上
げ
る
。
読
み
上
げ
に
は
、
感
情
表
現
に
も
対
応
し

た
最
新
の
音
声
合
成
エ
ン
ジ
ン
を
採
用
。
連
続
で
本
の

書
面
を
撮
影
す
る
こ
と
で
、
連
続
し
た
ペ
ー
ジ
読
み
上

げ
も
可
能
と
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
２
０
２
１

年
２
月
予
定
で
、
ア
プ
リ
利
用
料
は
月
額
定
額
５
０
０

円
（
個
人
）・
２
５
０
０
円
（
法
人
・
事
業
所
）
の
予
定
。

　
「
社
会
福
祉
法
人
久き
ゅ
う

仁じ
ん

会か
い

」（
沼
田
市
）
は
、
障
害
者

の
入
所
・
通
所
施
設
と
、
就
労
の
場
と
な
る
複
数
店
舗

が
一
体
と
な
っ
た
複
合
施
設
「
Sソ
ナ

タ

リ

ュ

ー

O
N
A
T
A
R
U
E
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　

約
２
千
㎡
の
敷
地
に
、
就
労
継
続
支
援
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
の
事
業
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、
温
泉

施
設
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
を
備
え
、
中
庭
の
公
園
を

囲
む
よ
う
に
建
物
を
配
置
。
入
所
・
通
所
し
て
い
る
障

害
者
は
、
適
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
接
客
や
パ
ン
づ

く
り
な
ど
を
担
当
し
、
利
用
者
と
の
交
流
も
図
る
。

　
「
合
同
会
社
ゆ
る
り
」（
比ひ

企き

郡ぐ
ん

滑な
め

川が
わ

町ま
ち

）
が
、
視
覚

障
害
者
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
務
所

「
み
み
よ
み
」を
開
設
し
た
。こ
れ
ま
で
能
力
が
あ
っ
て
も

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
事
が
で
き
な
か
っ
た
視
覚
障
害
者

ナ
レ
ー
タ
ー
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
視
覚
障
害
者
に

と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
と
さ
れ
て
き
た
読
み
方
の
確
認
作
業
、

音
声
編
集
、
Ｉ
Ｔ
関
連
・
事
務
手
続
き
な
ど
を
代
行
し
、

音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
を
必
要
と
す
る
企
業
を
つ
な
ぐ
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
所
属
す
る
ナ
レ
ー
タ
ー
の
紹
介
や
音

声
サ
ン
プ
ル
、
料
金
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

https://m
im
iyom

i.audio

知
的
障
害
者
が
就
労
す
る

「
缶
詰
カ
フ
ェ
」
オ
ー
プ
ン

千葉

多
機
能
型
事
業
所
と
デ
ザ
イ
ン
会
社
で

新
ブ
ラ
ン
ド

大分

生
活
情
報

働
く

視
覚
障
害
者
・
学
習
障
害
者
に

読
書
支
援
サ
ー
ビ
ス

東京

視
覚
障
害
者
専
門
の

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
務
所
が
開
設

埼玉

県
内
最
大
級
の
就
労
支
援
複
合
施
設
が

オ
ー
プ
ン

群馬

国
の
動
き

障
害
者
雇
用
「
も
に
す
認
定
」
に
３
事
業
者

厚生
労働省
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➡
マスコットキャラクター募集中!!
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働く広場  2021.2

三
つ
折
各
２
種
類
）
が
あ
る
。
１
０
０
枚
入
り
３
５
０
０
円
（
税
別
）
か
ら
。

http://nanka.jp/m
askcase/

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
７
ー
５
３
５
ー
８
０
８
１

　

大
阪
大
学
大
学
院
連
合
小
児
発
達
学
研
究
科
研
究
員
の
土ど

橋ば
し

圭け
い

子こ

さ
ん
と
、
精

神
科
医
で
東
京
大
学
准
教
授
の
渡わ
た

辺な
べ

慶け
い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、「
発
達
障

害
・
知
的
障
害
の
た
め
の
合
理
的
配
慮
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
有
斐
閣
刊
）を
出
版
し
た
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ
り
、
障
害
者
に
対
す
る
「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
が

学
校
や
職
場
、
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、

判
断
が
む
ず
か
し
い
発
達
障
害
・
知
的
障
害
の
事
例
に
焦
点
を
あ
て
、
法
律
的
視

点
や
医
療
・
心
理
的
視
点
、
教
育
的
視
点
か
ら
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
。
Ａ
５

判
２
６
２
ペ
ー
ジ
、
２
６
０
０
円
（
税
別
）。

2020年度地方アビリンピック開催予定

東京都、香川県
＊部門ごとに開催地・日時が分かれて
　いる県もあります
＊　　の県は開催終了（開催中止含む）

２月～ 3月

地方アビリンピック 検索
※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更する場合があります。

香川

東京

株式会社 高知システム開発 （TEL：088-873-6500） まで製品のお問合せ

本
紹
介

『
発
達
障
害
・
知
的
障
害
の
た
め
の
合
理
的
配
慮
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

当機構では障害者を雇用している・雇用しようとしている企業にPC-Talker Neo Plus を無料で貸し出しております！
詳しくは、独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構　中央障害者雇用情報センター（TEL：03-5638-2792）、
またはホームページをご確認ください（https://www.kiki.jeed.go.jp/）。

●Microsoft Windows 10 を音声ガイドするスクリーンリーダー
●高音質な音声エンジンを採用
●Microsoft Offi  ce（Word、Excel、Outlook、PowerPoint）に対応
● ファイルを集中管理できる「MyFile」や拡大機能付きの音声エディタ
「MyEdit」、音声電卓、音声時計などを標準で装備
● １年に２回実施されるWindows 10 の大型アップグレードに対応し、常に
最新のソフトでセキュリティの強化された製品を提供
※製品の詳細はホームページでもご覧いただけます（http://www.aok-net.com/）

「Windowsが、いろんなことをしゃべりだす。」

障害のある社員の就労環境を支援する
機器やソフトをご紹介します！

製 品 説 明

第1 回就労支援機器紹介シリーズ

『P
ピーシー

C-T
ト ー カ ー

alker N
ネ オ

eo P
プ ラ ス

lus』 株式会社高知システム開発の 視覚障害者向け

60,000円（税別）
利用期間5年

就労支援機器のページ 検索
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●
リ
ー
ダ
ー
ズ
ト
ー
ク

東
急
リ
バ
ブ
ル
株
式
会
社
（
東
京
都
）
代
表
取
締

役
社
長
の
太
田
陽
一
さ
ん
に
、
同
社
に
お
け
る
障
害

者
雇
用
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

凸
版
印
刷
株
式
会
社
の
特
例
子
会
社
、
東
京
都
プ

リ
プ
レ
ス
・
ト
ッ
パ
ン
株
式
会
社
（
東
京
都
）
を

訪
問
。
従
業
員
の
職
場
定
着
と
、
職
域
拡
大
を
進

め
る
現
場
を
取
材
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
の
特
例
子
会
社
で
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
務
や
プ
リ
ン
ト
業
務
を
行
っ
て
い
る
伊
藤

忠
ユ
ニ
ダ
ス
株
式
会
社
（
神
奈
川
県
）
を
取
材
。
こ
こ

で
活
躍
す
る
障
害
者
ス
タ
ッ
フ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●  

「『
働
く
広
場
』公
開
座
談
会
」
採
録

２
０
２
０
年
12
月
５
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
公

開
座
談
会
「
発
達
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め

に
〜
若
年
求
職
者
へ
の
支
援
を
考
え
る
〜
」
の
採
録

を
掲
載
し
ま
す
。

次
号
予
告

編 集 委 員
（五十音順）

あなたの原稿をお待ちしています
■ 声̶障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
発行人ーー企画部長　奥村英輝

 編集人ーー企画部次長　早坂博志
〒261－8558  千葉県千葉市美浜区若葉 3－1－2　

電話  043－213－6216（企画部情報公開広報課）
ホームページ https://www.jeed.go.jp/　 メールアドレス hiroba@jeed.or.jp
※令和3年4月1日から、メールアドレスは hiroba@jeed.go.jp に変更となります
●発売所ーー株式会社 廣済堂
 〒105－8318 港区芝浦1－2－3  シーバンスS館13階
 電話  03－5484－8821　　FAX  03－5484－8822

2月号

定価（本体価格129円＋税）送料別
令和 3 年1月25日発行
無断転載を禁ずる

・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。本誌では「障害」という表記を基本としていますが、
執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

埼玉県立大学 教授

株式会社 FVP代表取締役

岡山障害者文化芸術協会 代表理事

武庫川女子大学 准教授

相談支援事業所 Serecosu 新宿　

あきる野市障がい者就労・生活支援センターあすく センター長

ホンダ太陽株式会社 社友

サントリービジネスシステム株式会社 課長

東京通信大学 教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学 准教授

朝  日  雅  也
大塚由紀子
阪  本  文  雄
諏訪田克彦
武  田  牧  子
原  　智   彦
樋  口  克  己
平  岡  典  子
松  爲  信  雄
三  鴨  岐  子
八 重 田   淳

　定期購読のほか、最新号やバックナンバー
のご購入は、下記へお申し込みください。
　1冊からのご購入も受けつけています。

株式会社廣済堂までご連絡ください。

◆インターネットでのお申し込み

◆お電話、FAXでのお申し込み

検索富士山マガジンサービス

本 誌 購 入 方 法

TEL 03-5484-8821
FAX 03-5484-8822

全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
入
賞
経
験
の
あ
る
者
で

す
。
私
は
精
神
障
害
で
手
帳
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な

私
が
能
力
を
発
揮
し
つ
つ
安
心
し
て
働
け
る
の
は
、
上
司
の
お

か
げ
で
す
。

「
だ
れ
か
が
仕
事
を
休
ん
で
も
、
会
社
が
回
る
仕
組
み
を
作
る

の
が
自
分
の
仕
事
だ
」、
こ
れ
が
上
司
の
口
癖
で
す
。
残
業
は
す

る
な
、
体
調
が
悪
い
と
き
は
自
分
に
言
え
等
々
、
障
害
の
あ
る

私
に
配
慮
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
最
初
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
部
の
全

員
に
言
葉
を
か
け
、
気
を
遣
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
か
ら
。
私

が
障
害
者
だ
か
ら
特
別
対
応
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
だ
れ
に

対
し
て
も
同
じ
対
応
だ
っ
た
の
で
す
。

障
害
者
雇
用
に
お
い
て
は
よ
く
「
支
援
」
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
ま
す
が
、
支
援
す
る
・
さ
れ
る
の
関
係
が
固
定
す
る
よ
う

で
、
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、「
気
遣
い
」
と

い
う
言
葉
な
ら
。
上
司
が
私
に
気
遣
い
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
、
私
も
上
司
に
「
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
気
遣
い
が
で
き
る
。
そ
ん
な
双
方
向
の
関
係
が
、
私
の

職
場
に
は
自
然
に
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

い
ま
の
職
場
は
障
害
者
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
く
、
だ
れ
も

が
働
き
や
す
い
自
慢
の
職
場
で
す
。
上
司
が
示
し
て
く
れ
た
当

た
り
前
で
特
別
な
「
気
遣
い
」
を
、
私
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
藤
田
さ
ん
、
連
休
取
り
ま
し
た
か
」

藤ふ
じ

田た

雄ゆ
う

大だ
い
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「義肢」

「機械ＣＡＤ」

「データベース」

「ワード・プロセッサ」



「ネイル施術」

「建築ＣＡＤ」

14年ぶりの実施となった「写真撮影」

「洋裁」

「製品パッキング」「木工」



「オフィスアシスタント」

「パソコンデータ入力」

14年ぶりの実施となった「写真撮影」「パソコン操作」

「ホームページ」

「洋裁」

「木工」



２
月
号　
令
和
３
年
1
月
25
日
発
行　
通
巻
520
号

毎
月
1
回
25
日
発
行　

定
価
（
本
体
価
格
１
２
９
円
＋
税
）

第41回全国アビリンピック
障害者ワークフェア2021
第41回全国アビリンピック第41回全国アビリンピック
障害者ワークフェア2021障害者ワークフェア2021

➡

第41回全国アビリンピック第41回全国アビリンピック
障害者ワークフェア2021障害者ワークフェア2021

➡➡
マスコットキャラクター
2021年2月末 まで 募集中！ 

令和3年12月1
7日（金）

　　　　　　　
－12月20日（月

）

東京ビッグサイト

20212021

 くわしくは コチラ まで
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